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午前９時 30分 開会 

 

○委員長（小寺正人君） 

おはようございます。 

ただいまの出席委員は６名であります。 

座らせていただきます。 

定足数に達しておりますので、昨日に引き

続き決算特別委員会を再開いたします。 

昨日は第１号認定、令和５年度一般会計決

算の成果報告書、125 ページ、生活福祉部ま

で終了いたしました。 

本日は 126 ページ、都市建設部から審査を

始めたいと思います。 

その前に昨日の答弁漏れがございました。 

挙手をしていただいて、説明をお願いしま

す。 

寺倉行財政課長。 

○行財政課長（寺倉義浩君） 

はい。行財政課、寺倉です。 

おはようございます。 

それでは昨日、中川委員のほうから御質問

いただいた普通財産がどれぐらいあるかとい

うところでお答えちょっとできてませんでし

たので、回答させていただきます。 

令和５年度末でですね、全体で総面積とし

まして 77 万 1,511 平米、約 77 万平米ありま

す。 

番地、隣接地番近くであれば別件扱いとし

ますと大体 106 件ぐらいの件数がございます。 

以上でございます。 

○委員長（小寺正人君） 

次に、岡本健康増進課長。 

○健康増進課長（岡本めぐみ君） 

はい。健康増進課、岡本です。 

昨日の御質問は、聴覚検査費用助成７万

5,000円について、対象者数 15人という説明

に対して、ほかの検診等との実績の人数と差

がありますので、その辺りの説明をというこ

とであったかと思います。 

その場でお答えできなくて申し訳ございま

せんでした。 

確認しましたところ、聴覚検査費用助成７

万 5,000 円は 15 人分ですが、そのほかに、

医療機関からの請求が他の検診等と一括でな

され、支払いも一括して母子健康増進事業の

ほうから支払ったものや、年度またぎで請求

があり、令和６年度の支出となったものがあ

りまして、この７万 5,000 円に含まれていな

いものがございました。 

実際の検査実施は、令和６年度中の出生数、

すいません、出生数と同じで 32 件でしたの

で報告いたします。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

今ございました答弁について、何か質疑ご

ざいますか。 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。おはようございます。 

普通財産の件、ありがとうございます。 

106 か所もあったんですね。多分その中の

一つが大きなのが戸知山ということで、あと

はそれぞれ細かいのがいろいろ点在してるん

かなと思うんですけども。 

あそこ余野かな、余野やね、志野の里の裏

っ側かな、にも昔何か教員の方のお住まいか

な、住宅みたいなそういうのもあってそれも

確か今普通財産に指定されてるんかなと思い

ますが、そういったところも含めて、こうい

ったものはどんなふうに今後していくんやと

いうようなことが考えていかなあかんの違う

かなと思うんですけども、その辺りはどんな

ふうにお考えなんでしょうか。 

○委員長（小寺正人君） 

寺倉行財政課長。 

○行財政課長（寺倉義浩君） 

行財政課、寺倉です。 

主要施策のほうにも今後の課題ということ
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で書かせていただいてるんですけれども、飛

び地であったり規制があったりとなかなか活

用難しい土地もたくさんございます。 

ただ今後町として活用する見込みがない土

地であったり、あるいは売却可能な土地につ

きましては、令和２年度ですか３年度に売却

した実績がございますので、そういったこと

を参考にですね、今後も売却できるものは検

討していきたいと、引き続き思っております。 

○委員長（小寺正人君） 

ほかにございますか。 

なし、なしと認めます。 

次に成果報告書 126 ページから 175 ページ

までの都市建設部（建設課・都市計画課・農

林商工課・環境課）が所管する事業について

御説明お願いします。 

杉本課長。 

○建設課長（杉本 崇君） 

おはようございます。建設課の杉本です。 

それでは令和５年度の決算について、建設

課の所管する主な部分の御説明を申し上げま

す。着座にて御説明申し上げます。 

事業評価シート 130 ページ、決算書 154、

155ページを御覧ください。 

町道維持管理事業、小事業名２、町道等維

持補修事業でございますが、2,336 万 1,000

円の主なものは、シルバー人材センターに委

託しています初谷川周辺の巡回管理業務や当

該地区における町道の維持管理補修工事等で

ございます。 

この工事については、舗装や側溝等、道路

施設の老朽化に伴う補修や緊急時の対応、そ

の他冬場において塩化カルシウム、融雪剤の

散布業務などとなっております。 

対前年度 652 万 8,000 円の増の要因は、当

該地区における補修工事等の繰越工事による

ものであります。 

続きまして、事業評価シート 133 ページ、

決算書は同じく 154、155 ページを御覧くだ

さい。 

道路舗装事業１、道路舗装事業 2,405 万

7,000 円の主なものは、光風台地区における

町道光風台中央１号線と東ときわ台地区にお

ける町道ときわ台２号線の舗装工事でありま

す。 

町内全域において町道の舗装の劣化が目立

ちますが、引き続いて、国の交付金を活用し

ながら、優先順位をつけて道路舗装の工事を

行ってまいります。 

続きまして、事業評価シート 134 ページ、

決算書は同じく 154、155 ページを御覧くだ

さい。 

橋梁長寿命化等事業、小事業名１、橋梁長

寿命化等事業 9,215 万円の主なものは、光風

台大橋の修繕工事の２年目と、法令点検によ

る橋梁定期点検業務を行ったものであります。 

橋梁定期点検は、町内で管理している 71

橋のうち、令和５年度は 26 橋を点検を行い

ました。 

続きまして、事業評価シート 135 ページ、

決算書 156、157ページを御覧ください。 

小事業名１、通学路等交通安全整備事業

1,782 万 8,000 円の主なものは、ときわ台に

おける交差点のカラー舗装工事、東地区にお

ける道路反射鏡の建替工事、西地区における

道路灯の更新工事に要した費用であります。 

前年度 1,662 万 2,000 円の増の要因は、令

和４年度補正予算の繰越分である道路反射鏡

及び道路灯の建替工事に要した費用分であり

ます。 

続きまして、事業評価シート 138 ページ、

決算書 204 ページ、205 ページを御覧くださ

い。 

耕地災害復旧事業、小事業名１、耕地災害

復旧事業 2,041 万 7,000 円は、令和４年度に

被災した農地 14 件と農業用施設５件のうち、

繰越分である農地 12 件、農業用施設５件の

工事に要した費用であります。 
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建設課からは以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

臼井課長補佐。 

○都市計画課課長補佐（臼井信一郎君） 

おはようございます。都市計画課の臼井で

す。よろしくお願いします。 

それでは、例年と比べ特に違ってる部分を

主に御説明させていただきます。 

決算書 159 ページ、事業評価・主要施策成

果報告シート 142ページを御覧ください。 

着座にて説明させていただきます。 

大事業名、建築物管理事業の小事業名２、

住宅建替促進事業につきましては、９月２日

からの本会議一般質問でのとおり、令和５年

度からスタートした事業であり、管理不全空

き家の発生を防止し、住民にとって安全で安

心な住環境を維持することと、空き家を除却

することで、土地の流通促進を図り、町外か

らの転入者の増加を目指すため、既存空き家

の除却する費用の一部を補助した費用であり

ます。 

令和５年度の実績としまして、除却撤去件

数は４件であり、うち２件については既に建

替済であります。現在、プラス１件が撤去解

体中であります。 

効果としましては 50％以上ありますので、

一定の事業成果があったものと考えておりま

す。 

なお、本年度につきましては、令和６年８

月末の時点での申請件数は４件となります。 

次に、決算書 161 ページ、事業評価シート

145ページを御覧ください。 

大事業名、公園・緑地・街路樹等管理事業

の小事業名１、公園・緑地・街路樹等管理事

業につきましては、５地区、ときわ台・東と

きわ台・光風台・新光風台・希望ケ丘の公園

緑地街路樹管理の委託業務となっております。 

前年度決算と比較し 465 万 2,000 円の増と

なり、主な増額要因としましては、台風や豪

雨に伴う緊急伐採や処分費、また公園施設内

の維持管理であります。 

同じく決算書 161 ページ、事業評価シート

145ページを御覧ください。 

大事業名、公園・緑地・街路樹等管理事業

の小事業名３、光風台中央公園トイレ設置工

事につきましては、光風台２丁目中央公園に

多目的トイレを設置した費用であります。 

事業費の内訳としまして、工事費 2,789 万

4,000 円、うち特定財源、市町村振興宝くじ

交付金が 2,350 万と設計管理委託費として

186 万 8,000 円となり、合わせて 2,976 万

2,000円となります。 

同じく決算書 161 ページ、事業評価シート

145ページを御覧ください。 

大事業名、公園・緑地・街路樹等管理事業

の小事業名４、支障木伐採業務委託事業につ

きましては、令和２年度策定の支障木伐採計

画に基づき、優先度の高い支障木について伐

採した費用となり、令和５年度の実績としま

して 45本であります。 

都市計画課からの説明は以上となります。 

○委員長（小寺正人君） 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

農林商工課の井上です。 

農林商工課の所管業務につきまして、臨時

的な事業や例年と大きく変動のありました事

業を中心に説明いたします。着座にて説明さ

せていただきます。 

まず、事業評価シート 152 ページ、決算書

141 ページ、農業委員会運営事業でございま

す。 

小事業２の農地利用最適化事業は、地域の

農業の将来の姿を明確にすることを目的とし

ました地域計画の策定に向けて現在、取組を

進めているところでございますが、この策定

には、農地台帳システムというものを活用い

たします。 
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このシステムにつきましてデータの抽出の

ために一部改修する必要がございました。そ

の改修の費用がここでの主なものでございま

す。 

続きまして、事業評価シート 153 ページ、

決算書 143 ページ、農業関係団体等支援事業

でございます。 

当事業は、農業施策に関連する各種団体へ

の負担金や補助金でございます。 

決算額が増額になっておりますが、これは

コロナ禍により令和２年度より中止しており

ました農業祭を令和５年度に再開いたしまし

たので、その実行委員会に対する補助金でご

ざいます。 

次に事業評価シート 154 ページ、決算書

143ページ、農業振興事業でございます。 

小事業４、農業法人設立支援事業は、直売

所、志野の里の運営支援に係る事業でござい

ます。 

決算額が前年度に比べまして、50 万円強

増額となっておりますが、これは販売管理シ

ステム更新を行っておりまして、その費用の

一部に対する補助を行いました。その分が増

額の要因でございます。 

事業費 163 万 3,500 円のうちの３分の１、

54万 4,500円を大阪府の補助金を活用しまし

て、町を通じて補助金として支出しておりま

す。町の負担はございません。 

なお、補助金以外の経費につきましては、

豊能町直売所運営協議会が負担しております。 

同じく小事業７の地域計画策定事業です。 

こちらは先ほど農業委員会運営事業でも触

れました地域計画の策定事務に関する事業で

ございます。 

令和５年度は計画の策定に向けた基礎資料

を得ることを目的としまして、農地の所有者

に対しまして将来の農地利用の意向などに関

する意向調査を実施しておりまして、そのた

めの経費でございます。 

続きまして事業評価シート 157 ページ、決

算書 145 ページ、農空間保全事業でございま

す。 

この小事業３、 

 （「１ページずつ全てずれている」の声あ

り） 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

はい、失礼しました。 

そしたら事業評価シート 158 ページですか

ね、決算書 145 ページの農空間保全事業でご

ざいます。 

このうちの小事業３、農空間地域保全整備

事業ですが、水路などの農業用施設の長寿命

化や遊休農地の発生の予防などを目的とする

農空間を守ろう事業という、大阪府の事業が

ございまして、この採択を受けて実施する事

業に対しまして、町も財政的支援を行うとい

うものでございます。 

令和５年度から実施しております事業でご

ざいまして、対象は地域で活動する団体でご

ざいまして、昨年度の実績は１件、切畑の中

の西水利組合の水路改修に対しまして助成を

行っております。 

続きまして、事業評価シート 161 ページ、

決算書 147 ページ、コミュニティセンター管

理事業でございます。 

当事業は、町立高山コミュニティセンター

の右近の里の管理運営に関する事業でござい

ます。 

令和５年度は、運営を指定管理者制度で行

うべく、新たな指定管理者の選定を行いまし

た。指定管理者が決定するまでの令和５年４

月から 12 月は直営で運営しておりまして、

令和６年１月から指定管理者制度のもと、株

式会社グラッドによる運営を行っているとこ

ろでございます。 

令和４年度と比較しますと、決算額が 120

万円ほど増額になっておりますが、こちらは

令和４年度は改修工事などで休館していた期
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間等がございましたので、結果的に低く抑え

られたということもございまして、単純に比

較というのはできないといったところでござ

います。 

続きまして事業評価シート 166 ページ、決

算書 151 ページ、商工事務事業でございます。 

小事業２のお買物クーポン券配布事業は、

町内の店舗で御利用いただけるクーポン券を

住民の皆様に配布しました事業でございます。 

エネルギーや食料品などの物価高騰による

影響の緩和による消費者支援、あるいは消費

拡大による経済の活性化といったことを目的

としまして、500 円のお買物クーポン券を一

人当たり６枚、3,000 円相当分を配布してお

ります。 

支出の内訳ですが、協力をいただきました

町内の各店舗や、取りまとめを行っていただ

いた商工会や郵便局への業務委託料、あるい

はクーポン券やチラシなどの印刷代金、クー

ポン券の郵送料などでございます。 

クーポン券は１万 8,301 名の方にお配りし

ておりまして、使用率は 95.２％、5,227 万

3,500円相当の利用がございました。 

なおこの事業は、決算書 39 ページの新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金により全額財源措置されております。 

同じく小事業３のお買物クーポン券配布事

業（追加支援）は、お買物クーポン券の配布

事業の第２弾としまして追加で実施したもの

でございまして、一人当たり 2,000 円相当の

クーポン券を配布しております。 

こちらはクーポン券の使用期限を令和６年

４月末として設定おりましたため、事業の完

了は令和６年度になります。 

令和５年度での支出は、クーポン券やチラ

シなどの印刷代や郵送料などの事務経費のみ

でございます。 

その他の予算につきましては令和６年度に

繰越をさせていただきまして、各店舗に対す

るお支払いなどは全て令和６年度で執行して

おります。 

なおこの追加支援につきましても、決算書

39 ページの物価高騰対応重点支援地方創生

臨時交付金により全額財源措置されておりま

す。 

農林商工課所管の主な事業に関する説明は

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

中井課長。 

○環境課長（中井 哲君） 

はい。環境課、中井です。おはようござい

ます。 

それでは、主なものについて御説明をさせ

ていただきます。着座にて失礼いたします。 

事業評価シート 171 ページ、決算書 136、

137ページを御覧ください。 

大事業名、広域ごみ処理事業についてです。 

このうちの小事業名２、猪名川上流広域ご

み処理施設組合負担金事業についてです。 

この負担金は、ごみ処理施設、リサイクル

プラザ及び関連施設の管理運営に関する共同

事業に係る負担金の支出となります。 

起債返済の最終年度となったことから、昨

年度に比べて減額となっております。 

続きまして小事業名３、豊能郡環境施設組

合負担金事業についてです。 

この負担金は、豊能郡美化センターの閉鎖

後の関連事業に係る負担金を支出し、ダイオ

キシンを含む廃棄物の処理等、関連事業の適

正かつ円滑な施行と、生活環境の向上を図る

ことを目的としております。 

令和５年度は前年度より減額となっており

ますが、これは職員の退職者がなかったこと

による退職手当の減額が主な要因です。 

続きまして事業評価シート 175 ページ、決

算書 138、139ページを御覧ください。 

大事業名、し尿等処理事業です。 

このうちの小事業名２、豊能町衛生センタ
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ー施設設備整備修理事業についてです。 

事業内容につきましては、衛生センターの

施設の設備修理を計画的に行い、施設の機能

保持に取り組んでいるところです。 

令和５年度の主な修繕項目は、ポンプの取

替整備です。 

なお、特定財源につきましては、し尿の受

入をしております摂津市からの負担金です。 

決算書 25 ページのし尿等受入負担金がこれ

に該当します。 

御説明は以上になります。 

よろしくお願い申し上げます。 

○委員長（小寺正人君） 

これより質疑を行います。 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。おはようございます。 

まずこの説明資料ですね、評価シートの

130ページをお願いをいたします。 

町道維持管理事業、大事業名そうなってま

すけども、そこの小事業名で３番ですね、法

定外公共物維持管理補助事業ということで、

里道等の修理かな維持かな、何かそんなふう

な項目なってまして今回 208 万 9,000 円とい

うことで、右側の上のほうの主な成果のとこ

ろでいきますと、交付件数１件ということや

ったんですけども、これは申請をされた方が

１件だけだったっていうふうな、そういうこ

とでよかったんでしょうか。 

○委員長（小寺正人君） 

杉本課長。 

○建設課長（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

委員の御指摘のとおり、法定外の補助制度

のほう利用された方は、切畑での１件となり

ます。 

金額のほうなんですけどもこの法定外公共

物管理補助事業の中で、木代地区において水

路の補修工事を町が行ってましてこの金額も

含まれてますので、実際、里道の補助には要

した費用は 16 万ほどで、あと残りは木代地

区での水路の補修工事の工事費であります。 

○委員長（小寺正人君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

すいません、中川です。 

結局、この 208 万 9,000 円のうち、里道と

して対応したのは 16 万で残りが木代のほう

の工事ということで、それも法定外公共物の

管理の補助的な位置づけのものなんですか。 

○委員長（小寺正人君） 

杉本課長。 

○建設課長（杉本 崇君） 

はい。委員の御指摘のとおり対象工事場所

が法定外の水路に当たりますので、本来なら

補助制度を利用して工事するところなんです

けども、ちょっと複雑な近隣関係がありまし

て、その中で行っている事業なので予算はこ

の中でつけて執行しております。 

○委員長（小寺正人君） 

吉田副委員長。 

○副委員長（吉田正子君） 

おはようございます。 

131 ページ、ＬＥＤリースのこれ完了した

場合、どういうふうにしたら、費用対効果で

すね、豊能町にとってこれからそのリースを

完了したことによって、豊能町に所有権が移

転することによって、これから何か、また不

具合があった場合の出張費とかそういうのが

出てきた場合、これはまた次、新しくリース

を更新したほうがいいのかどうなのか、お考

えをお聞かせください。 

○委員長（小寺正人君） 

杉本課長。 

○建設課長（杉本 崇君） 

建設課、杉本です。 

委員のおっしゃるとおり今町内の道路灯関

係はリース品でありまして、この期間が令和
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８年で完了する予定となっています。 

先ほど御指摘のあるように今はリース契約

の中に維持管理のほうの費用も含まれてまし

て、不具合があったときの対応等には費用は

ちょっとかかってない状態なんですけども、

リース期間が終われば、当然、所有権が移転

しまして豊能町のものになります。 

今後については、引き続き維持管理契約を

同じリース会社とするのか、それともほかの

電気業者ですね、維持管理委託業務をするの

か、ちょっとそれはまだ、もう令和８年なら

ばもう間近なんでちょっとまだ検討してない

んですけども検討しようかなと思ってるとこ

ろであります。 

○委員長（小寺正人君） 

吉田副委員長。 

○副委員長（吉田正子君） 

どっちが今豊能町は財政難でありますので、

どちらがいいのか、ここ遠いので出張費で修

理来てもらうほうがちょっと高いのでそうい

うことも兼ねあって、検討をよろしくお願い

します。 

○委員長（小寺正人君） 

ほかに。中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

説明資料の 145 ページをお願い、145 ペー

ジここかな。小事業名で公園遊具修繕事業で

すね。 

これちょっと金額、説明あったらごめんな

さいね。約３倍ぐらい公園遊具の費用が上が

ってますけども、これはどういった何か理由

があるんでしょうか。 

○委員長（小寺正人君） 

臼井課長補佐。 

○都市計画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。都市計画課の臼井です。 

令和５年度の公園遊具修繕事業としまして

は、ゆりのき公園、新光風台のゆりのき公園

の階段補修や、あと、光風台２丁目の中央ト

イレ設置工事に伴いまして、中央公園に丸太

ベンチを５台設置した費用となりますので、

前年比決算と比較して 61 万 3,000 円の増と

なっております。 

令和４年度の普通の修繕工事とは別に、今

回トイレのリニューアルに伴って、ベンチの

新設ということでちょっと事業費のほうが増

額になっております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

吉田副委員長。 

○副委員長（吉田正子君） 

お聞きします。 

豊能町、緑あふれてるんですけども、それ

で伐採とかああいうのを考えておられると、

これ入ってますね。１番も２番も入ってるん

ですけども、強めに伐採をしていくとか、そ

ういうことを考えられて毎年すごい金額にな

るので、どういうふうにこれから町の木々に

対しての考え、お聞かせいただきたいと思い

ます。 

大分を金額がかかってきてますので、はい。 

○委員長（小寺正人君） 

臼井課長補佐。 

○都市計画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。副委員長がおっしゃられるとおり伐

採っていうことであれば、１番の通常の維持

管理業務と４番の支障木伐採業務というのが

あります。 

例年いつもどおりなんですけども４番の支

障木伐採事業ということで、令和２年度に策

定しました緊急度の高い本数が豊能町内で約

1,000本あります。 

そのうちに、毎年の予算の中で撤去をして

いくんですが、今年度、先ほどもちょっとお

話しさせていただいたとおり、今年度におき

ましては 45 本、４年においては 66 本、令和

３年においては 71 本で、全体で今 20％の支
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障木ということで、大きな木を枯れてる大き

な木を切っております。 

ただ、先ほどの御質問のあったとおり、強

剪定、大きく切りたいところはあるんですけ

れどもその辺の環境とか、あと近隣住民の方

の、木を愛してる方もおられますんで、その

辺はちょっと場所によって、剪定でも中剪定

といいますか、見栄えをよくしていったりと

いう形で今事業のほうは進めております。 

  回答はこの辺でよろしかったですか。 

意味は。はい、すいません。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

おはようございます。管野です。 

138ページ、決算書は 27ページ、耕地災害

復旧事業の中で、収入未済額が 13 万 5,960

円あるんです。これ昨年も伺ったんですけれ

ど、まだ回収できていないんでしょうか。 

○委員長（小寺正人君） 

杉本課長。 

○建設課長（杉本 崇君） 

建設課、杉本です。 

委員がおっしゃるとおり、昨年度も同じ質

問があったと思うんですけども、対象の方が

令和４年度の８月に亡くなりまして、現在そ

の御家族の方に通知文を送付している状態で

あります。 

対象の方にはちょっとお子さんが２人いま

して、一応法定相続人という形になるんです

けども、そのうちの１名が今年の４月に相続

放棄のお知らせを税務課のほうにされまして、

あともう１人なんですけども、もう１人の方

がちょっと昭和 40 年代に外国の方と御結婚

されまして、ちょっと日本国籍を離脱されて

いまして、ちょっと行方がわからない状態で

あります。 

このような問題はちょっと税務課のほうで

も同じような問題になってまして、今、税務

課と歩調を合わして、その外国の方と結婚さ

れた方ですか、今、日本国内にいるのかどう

かを入国管理室に問い合わせてる状態であり

ます。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

これ５年間なんですか。 

回収ができなかったら、もう不納欠損金に

なるんですか。 

○委員長（小寺正人君） 

杉本課長。 

○建設課長（杉本 崇君） 

建設課、杉本です。 

はい。委員のおっしゃるとおり時効があり

まして、５年で消滅してしまいます。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

130 ページの３の法定外の公共物の維持管

理、先ほどちょっと質問出てましたけど、こ

れは当初予算に上げてなくて多分補正で行っ

たんだと思いますが、まずそれが正しいかど

うかもお答えいただいて、事業的にもしそう

であるならば、どんな形のものなのか、御説

明をお願いします。 

○委員長（小寺正人君） 

杉本課長。 

○建設課長（杉本 崇君） 

まず予算のほうですけども、当初予算で行

っております。 

事業の考え方なんですけども、大きくは大

事業の中で町道維持管理事業で、予算項目と

いいますか、一応決算書で記載、155 ページ

に記載している工事請負費の中から支出して

おります。決算書は 155ページ、14番の工事

請負費の中から支出しております。 

補助金関係は 18 番の負担金及び交付金と

いう欄になるんですけども、ここから支出し
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てるわけではありません。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

私が勘違いしているのかな。 

当初予算のほうでは土木費の道路橋梁費の

道路維持費の中の１、町道管理事業に町道維

持補修事業、同じ並び方で次の３のところの

今回の決算の予算が上がってないから、途中

で何か補正かけたのかなと思ったんですが、

違うとこに上がってるっていうことかな、当

初予算では。 

○委員長（小寺正人君） 

杉本課長。 

○建設課長（杉本 崇君） 

はい。ちょっとどう説明したらいいのかち

ょっと難しいんですけども、決算書の表記と

事業評価シートがちょっと若干リンクしてな

いといいますか、事業所評価シートでは小事

業名で分かれた記載の書き方されてるんです

けども、決算書は予算書では、それをまとめ

たうえで工事請負費だったり、負担金や交付

金という記載の書き方をされてますので、小

事業ごとじゃなくて大事業ごとに記載されて

るのでちょっとわかりにくいのかなと思いま

す。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

確認させてください。 

当初予算書の 107 ページなんですけどこれ、

107 ページのところに、今言った道路維持費、

土木費、道路橋梁費、土木維持費の中の小事

業名として道路維持管理費、それから町道維

持管理費、まさにここの成果報告書の 130 ペ

ージと同じように並んでんですね。 

この 130 ページのとこにある、決算書のほ

うですよ、のところの３の法定外公共維持管

理補助事業というのが予算書のほうにないか

ら、途中で何か補正かけたのかなって質問だ

ったんですが、そうじゃなくて、町のほうで

は、この予算書と決算書では似て非なるもの

があるんですよって今のお答えかな。 

ただちょっとまたちょっとまたこっちも勉

強しなくちゃいけないんだけど。 

○委員長（小寺正人君） 

杉本課長。 

○建設課長（杉本 崇君） 

建設課、杉本です。 

すいません、今ちょっと手元に予算書がな

いので、ちょっと確認できないんですけども、

もし、委員のおっしゃられる状態であれば、

予算書と、決算書の 

○委員長（小寺正人君） 

暫時休憩します。 

  （午前 10時 13分 休憩） 

  （午前 10時 15分 再開） 

○委員長（小寺正人君） 

会議を再開します。 

杉本課長。 

○建設課長（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

先ほど委員のおっしゃられた説明資料は、

骨格予算の段階のものでありまして、法定外

公共物管理補助事業に関しましては５月の補

正で当初予算として計上したものであります。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

確かに途中で 100 何万かな、の補正かかっ

て 160 万かな。多分これが今回のこの事業に

当たるんだと思いますけれども、ということ

はやっぱり急がれた事業だろうなということ

ですから、もう一遍その内容はどんなのです

かってのが最初の質問の趣旨ですので、お願

いいたします。 

○委員長（小寺正人君） 

杉本課長。 
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○建設課長（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

内容のほうですけども、先ほど法定外公共

物の管理に対する補助事業と、あと木代地区

の工事なのですけども、木代の水路の工事の

ほうは、木代の浅田地区に法定外の水路があ

るんですけども、それに隣接する土地側の擁

壁が水路側に倒れてきてまして、そのまま放

置しますと、水路の崩壊とその隣に町道が走

ってますけども、町道も被害を受けるという

ことで、その水路の暗渠化を図る工事でござ

います。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

今言いましたけのは台風か何かかしら、突

如。というのは結構な予算なものですから、

きちっとやっぱり当初予算に上げといたらい

いんじゃないかなっていうのは一つですし、

豊能町の中、なんか水路やら里道やらいろい

ろね、台風によって崩れるとこあるので、致

し方ないのかなというふうな意味の質問だっ

たんですが、当初予算に上げられるもんなら、

最初から上げてほしいなっていうのが間違っ

てたらごめんなさい、そんな無理なこと言う

なっていうんだったら素直に謝りますので、

よろしくお願いします。 

○委員長（小寺正人君） 

はい、坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

はい。おはようございます。都市建設部、

坂田です。 

先ほどの水路の補修は走落神社上がってい

くところの右側のほうのボックスカルバート

の設置に関するものなんですが、当初は骨格

的なもので、本格的な臨時的なもの、投資的

なものは追加の補正予算のほうで対応させて

いただいておりますので、本来であれば、当

初予算で対応する内容にはなるかなというふ

うに考えておるものです。 

臨時と経常がありまして当初は経常的なも

のをのみを建設課のほうで上げさせていただ

いてたというものですので、御理解いただけ

たらと思います。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

説明資料の 161 ページをお願いいたします。 

コミュニティーセンターですね、高山のコ

ミュニティーセンター管理事業のページです。 

説明の中で増額のね要因のお話がありまし

たけども、実際指定管理制度導入されて今ね

運営されてるんかなと思います。いろんな取

組やっていただいてるんかなと思いますけど

も、ちょっと私、ちょこちょこなんか催物出

てるなあ思って見てるんやけど、ちょっと金

額的にどうなのかな、何かちょっと高いんか

などうなのかなみたいな感じもしたんやけど

その辺りはどうなんでしょうか。 

○委員長（小寺正人君） 

井上課長補佐。 

○委員（中川敦司君） 

はい。農林商工課、井上です。 

確かに直営でやっておりましたときに比べ

ますと、費用的には上がってるかと思うんで

すけれども、そういったあたりは株式会社グ

ラッドですね、今現在指定管理を請け負って

いただいてるところに任せておりまして企業

さんのほうでも採算を考えて実施をしている

ものと考えております。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

そうしましたら金額的には過去と比べた高

いやろうけども、話は今ね、前提で話ありま

したけど高かったとしても、それなりにやは

り利用者いうか、皆さん活用いうかね、参加
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されているというふうに考えておいてよろし

いんですか。 

○委員長（小寺正人君） 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

はい。農林商工課、井上です。 

確かにおっしゃるように高くはなっており

ますけれども実際申込もいただいておりまし

て、ただまだ始まったばかりで最初のうちと

かは若干利用者が僅かに減ってるかなという

感じはあったんですけれども、４月以降にな

りましたら、また今までどおりの農業体験的

なものであったりとか、あとまた企業で独自

のイベントとかも企画されてまして、そうい

ったものにも参加されてる方おられますので、

費用とかも納得いただいたうえで参加してい

ただいてる方はおられるのかなと考えており

ます。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

今度はですねページ、説明資料 165 ページ

かな。165 ページです。あゆつかみの話のと

こですね。内水面事業ですね。 

あゆの放流・つかみ取り体験、今年もね、

私、見に行かしてもらって活況やったかなと

いうね、そんなふうな感じがいたしました。 

来年ぐらい、来年以降かな、あそこの川の

横に、いわゆる商業施設やっていきます。 

これから工事等も入っていくんかなと思い

ますけども、そういった形で、あそこの商業

施設が完成した折に川と商業施設の間のとこ

ろ土手のどっかなんかフェンスか何かができ

るんだったかな。 

その辺りで、あゆのつかみ取りをするとき

に、結構あの辺、上のほうまで、家族連れの

方がテント張ったりとか、されておったけど

も、その辺りの状況を考えると影響とかその

辺りは、どうなんでしょうか。 

○委員長（小寺正人君） 

大西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

はい。政策監、大西でございます。 

おっしゃるとおり、今、フェンス等をつく

る予定をしておるんですけれども、一体的に

利用できればなと、そういうときは一体的に

利用できればなというようなことを考えてお

りまして、まだ具体的に管理運営方法につい

て決定してるわけではないんですが、そんな

イメージを持っておるところでございます。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

ということはフェンスできて、中入れない

ような状況になるんかなとも思いつつもあそ

こ確か何か緑の何か、草敷いたようなそんな

ようなものになるみたいなことも聞いたよう

な気がするんで、そういったときもあゆつか

みのときはちょっと入らせてもらってちょっ

とくつろげるみたいな、そんなふうなことも

考えていけるんかなどうなのかなと思ったん

です。 

その辺りどうなんでしょうか。 

○委員長（小寺正人君） 

大西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

はい。大西でございます。 

おそらくそういうイメージで考えていただ

けたら大丈夫かなというふうに思います。 

せっかくの親水公園と、そういう芝生公園

みたいのができますので、一体的に利用でき

るように今調整を進めておるというところで

ございます。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

管野です。 
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155ページの農業振興事業の４番です。 

先ほど説明がありました志野の里の販売管

理システムはどのようなものかというのと、

これを導入したことによって変わったことは

ありますか。 

○委員長（小寺正人君） 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

はい。農林商工課の井上です。 

このシステムなんですけれども平成 28 年

の開店以来、ずっと導入しているものでござ

いまして、レジといいますか販売を管理する

もの、売上の対応であったりとか、販売です

ね生産者とか商品別に幾ら売れたかとか、い

つ何が幾らで幾つ売れたかそういった集計を

できると、そういったシステムでございます。 

開店以来約７年間使ってたんですけれども、

もうそれでかなり古くなってきたというのと、

あと、今まさに故障したとかいうわけではな

いんですけれども、もうあまり長い年数経っ

てきますと万が一のときにトラブルが起こっ

たときに対応ができないというのもありまし

て、今回更新を行ったというものでございま

す。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

ほかにも志野の里ははＬＩＮＥが来るんで

すけども、その費用も、ここの４番のところ

に入ってるんですか。 

○委員長（小寺正人君） 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

はい。失礼しました。農林商工課の井上で

す。 

ＬＩＮＥのほうは、実際職員とかが操作と

かしてるんですが、費用は運営協議会のほう

での支出になっております。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

少しですけれども、志野の里の売上が伸び

ているんですけども、今後道の駅を設置する

かどうかわかりませんけれど、農業者が喜ん

でって言ったら失礼ですけども、農作物を出

しておられるのか。運営協議会でどういうお

話をされているんですか。 

○委員長（小寺正人君） 

中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

はい。農林商工課、中谷です。 

今現在会員が 120 名ぐらい、ちょっと正確

な数は、今持ち合わせないですけれども、あ、

123 人今おられるんですけども、一応喜んで

出しておられるかっていうところ、そこまで

調査はしてないんですけども、運営には携わ

って日々携わっていただいてまして、出荷の

ほうも、ちょっと波はあるんですけども、出

荷のほうをいただいているような状況です。 

先ほども委員のほうからおっしゃっていた

だきましたように、売上のほうも伸びている

状態で、できる限り出荷のほうも増やしてい

ただけるように、また道の駅の話が、白紙撤

回からちょっとまた検討するというようなと

ころで、一歩志野の里としては進んだかなと

思ってまして、その辺も役員さんも、白紙撤

回が白紙撤回されたよっていうようなお話を

されて、またちょっとその辺やる気っていう

か、担っていかなあかんかなというような意

識はいただいているかなと思っております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

すすいません、その関連のいわゆる志野の

里関連になりますが、私もいつも言わしても

らってるけども野菜ね、毎週のように買いに
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行かしていただいてて、そこで結構あそこに

スタッフになっていただいている農家のね、

皆さんと仲よしになるいうかね、顔見知りに

なるいうか、それありがたいことやなと思っ

てんねんけども、何か以前いらっしゃったけ

ど最近は何かスタッフにいらっしゃらないな

みたいな方もちょこちょこお見受けするんで

すけども、何か大分やはり年齢的なものもあ

るんかなあと思うんですが、その辺り結構見

かけない方ちょこちょこいらっしゃるんやけ

ど、その辺はどうなのかなということを質問

しても大丈夫かどうかわからんけどよろしく

お願いします。 

○委員長（小寺正人君） 

中谷課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

はい。農林商工課、中谷です。 

なかなかそこ僕も、毎週行ってるわけじゃ

ないんでなかなか、委員、結構御来場いただ

いてる御覧いただいてるということでありが

とうございます。 

当然高齢、ずっとやっていただいてて、高

齢になっていかれてやっぱり、何ていうかな

もう農作物つくること自体がしんどい方もお

られるんですけども、やっぱりそこら辺は回

転しながら、次の世代次の世代っていうよう

なところもありますんで、よくされていたス

タッフの方がおられへんっていう、それたま

たまかもわからへんし、ちょっとその状況が

今どの方かっていうところもちょっとわから

ないんですけども、そこら辺はうまくこう今、

回していってるところでございます。 

当然入れ替わるというのは、長い間、運営

を重ねていってたら、これはもう、どんどん

どんどん世代というのは替わってくるかなと

いうところで、はい、今んところ嫌になって

やめられたっていうようなことは、もう出荷

がしんどくなってちょっともう辞退するわっ

ていう方はおられますんで、そういうような

ところで御理解いただけたらと思います。 

すいません、失礼いたします。 

○委員長（小寺正人君） 

池田委員。 

○委員（池田忠史君） 

すいません。同じところでちょっと関連な

んですけど、志野の営業に関わる部分とは別

に、農林商工課としてどれぐらいの関わりを

持って、そこ志野の里との関わりですよね。 

出荷されてる方の中でちょっと御意見いろ

いろ聞いてるんですけど、その中には、やっ

ぱり農作物を販売する販売場として、商品的

なものとしてこれはどうかと思うようなもの

も出荷されていると。やっぱりあの、買って

もらうほうのためにも、店としての維持管理

としても、あっこ行ったらこんな何かやつ売

ってんでって思われるのはどうかと思うって

いうような意見も聞いてるんですよ。 

農林商工課若しくはその志野自体の話でも、

もう何でもオーケーみたいになってるような

感じですけど、その辺、農林商工課としてど

ういうふうに関わってるのかお伺いします。 

○委員長（小寺正人君） 

中谷課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課の中谷です。 

確かにそういうのも、出てる場合もござい

ます。ただ役員が毎朝、どなたか、順番に見

回ってます。 

私が行って、毎回毎回は行ってないですけ

ども、その辺のあまりにひどい品物は、役員

のほうで撥ねさせていただいたりっていうと

ころがあります。 

一部、今、池田委員がおっしゃられたとお

り、目が届いてへんところもあるかと思いま

す。ただ、役員は必ず、朝、見回しまして、

これはちょっと販売に値せへんなというやつ

は撥ねてます。これは間違いない事実でござ

います。 
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あとそこら辺、値段の関係もございますの

で、あまりに安売りするとかっていうのもそ

れは極力避けるということで、一定、価格の

標準の価格表というのもつくりまして、そこ

ら辺は金額、また商品のレベルも、できるだ

け揃えるようにということで、協議会のほう

で運営されておりますのでよろしくお願いい

たします。 

○委員長（小寺正人君） 

池田委員。 

○委員（池田忠史君） 

すいません。ある程度、撥ねられてると思

うんですけど、持ってこられる時点で、これ

はちょっとっていう感じのことをお伝えする

と、俺が出すんやからいいだろうみたいな感

じで押し切られることもあるという話も聞い

てます。 

ですんで、やっぱりその辺は協議会だけの

話ではなくて農林商工課も入って、もう少し

質のいいものを出すようにというお願いにな

るとは思うんですけど、その点も必要かなと

思うんですけれどもその点はどうなんですか。 

○委員長（小寺正人君） 

中谷課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

基本的にはこれ、いずれ法人を立ち上げよ

うというところでやってる事業でして、いつ

までもこう役所が関わるっていうような、や

っぱり自浄努力をやっていただくっていうと

ころが主なというか主となる話かなと思いま

す。 

どうしても役場が入らなあかんような介入

せなあかんという状況になれば、そこはまた

状況に応じて、入っていきたいとは思います

が、今のところは、これ、独立農業法人とし

て、今後設立していって自分たちで運営して

いくっていうところで主眼を置いているとこ

ろですので、ある程度はその辺は運営をお任

せいうか自立していくような形でさせていた

だきたいなと思います。 

今回のポスのシステムを入替も、総額 160

何万というのがかかっているというお話させ

ていただきました。こちらものほうも、大阪

府の補助金を活用してまして、50 万円だけ

ですけども、３分の１とれてこれましたので

それを計上させていただいてまして、あとの

100 何万円かは全部今までの売上の中から出

しているというような形になります。 

やっぱり運営、結局、自分たちが儲けるた

めにどうせなあかんかっていうのは、自分た

ちで今考えていってるところなんで、そこに

不要なところで、役所が関わっていくってい

うところは今のところは考えてないです。 

必要に応じて、もうどうしても、会の中で

話がまとまれへんっていうようなことであれ

ば、そこら辺は役場のほうも、協力はさせて

いただきますが、そういうようなスタンスで

今は考えているところです。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

吉田副委員長。 

○副委員長（吉田正子君） 

141 ページの公営住宅についてなんですけ

ども、維持管理費と家賃とがバランスがない

ということで、それと余野と吉川は旧耐震な

ので、このところ南海トラフがもうそろそろ、

もう何かこの間も起こりましたし、そういう

関連のが起こりましたし、やっぱし安心安全

に住んでもらわないといけないので、幾ら年

をおとりになってもやっぱり命は大切なので、

どういうふうに町は今いらっしゃる余野と吉

川の方どうされるのか、もうそろそろ考えな

ければいけないんじゃないかなと思うんです

けど、いかがでしょうか。 

○委員長（小寺正人君） 

田中都市建設部次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 
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はい。都市建設部、田中です。おはようご

ざいます。 

余野住宅、吉川住宅それぞれ昭和 29 年建

築の木造平屋です。各団地ごとに高齢の女性

が一人、いております。 

 吉川住宅のほうにつきましては、今年中に

明け渡す形で、入居者の親族の方とは、お話

はついておりまして、残る余野住宅のほうに

つきましても、息子さんが川西のほうにおら

れますので、都市計画の担当職員のほうから

ですね、息子さんのほうに、引っ越してもら

うとか、いうようなところはやんわりとです

けど、ちょっと話をさせていただいてるとこ

ろでして、ただ入居者のお気持ちのほうにな

りますと、できるだけ息子には迷惑かけたく

ないと。自分で生活できる範囲は、もうちょ

っといさしてくださいというような話をして

る状況でして、時期を見て、また定期的に、

息子さんとも直接話ができればなというとこ

ろもちょっと考えておりますので、もうしば

らく、昭和 29 年の平屋ですけど、ただ平屋

なので、絶対とは言いませんけども、普通の

二階建ての木造とかに比べますと、まだ、安

全なのかなというふうなことは考えておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

吉田副委員長。 

○副委員長（吉田正子君） 

職員の皆さんの御尽力、ありがたく思いま

す。 

それと関連してなんですけど、野間のほう

は住める状態やったら、空き家バンクなんか

入れたら駄目なんでしょうか。 

○委員長（小寺正人君） 

  田中次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

はい。都市建設部、田中です。 

野間口住宅のほうも、16 戸の部屋に対し

て２戸だけ住んでいる状況でして、空き家バ

ンクのお話ありましたけども、町営住宅、公

営住宅といいますのは、住宅困窮者向けの住

宅になりますので、あくまでも公営住宅法に

照らし合わせて、入居基準を満たす方のみに

なっておりますので、今のところそういった

取組のほうは考えていないところでございま

す。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

すみません。今の公営住宅の件でちょっと

関連で質問ですが、そもそも空き家バンクに

載せる以前の問題かなと私思ったんやけど、

公営住宅そのものが募集してないですよね、

新規の入居をね。 

まずそれがまず第一の部分かなと思います

がその辺りどうでしょうか。 

○委員長（小寺正人君） 

 田中次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

はい。都市建設部、田中です。 

入居募集してない理由が何点かございまし

て、過去５年、入居募集をさせていただきま

した。応募はゼロです。 

かつ豊能町の持家率っていうのが、全国市

町村の中で２番目、上位２位っていうことで

97.２％の持家率っていうのが、令和２年の

住宅統計調査で上がってたところかとは思う

んですけども、そういった実情、町独自の実

情が、持家率が高いので、入居募集をしても

応募がないのかなと。 

過去５年入居募集して一旦取りやめている

んですけども、現在に至るまで入居に関する

問合せすらございませんっていうところで、

本町については、公営住宅の需要がないのか

なというふうなことで、担当課のほうとして

は判断しているところでございます。 
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○委員長（小寺正人君） 

吉田副委員長。 

○副委員長（吉田正子君） 

よその公営住宅なかなか入らなくて、無印

さんにリメイクしてもらって、やっぱ若い方

が入られている事例もあるんですけれども、

それはどうお考えですか。 

○委員長（小寺正人君） 

  田中次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

はい。都市建設部、田中です。 

町営住宅の入居基準といいますのが、町内

在住、在勤になります。ですので、たとえ豊

能町に住んでおられなくても、豊能町のどこ

かでお勤めになってたら、入居資格はあるん

ですけども、どこかの自治体がＤＩＹして退

去されるときは、特に、元通り戻さなくても

いいよというような、民間の賃貸住宅の取組

っていうのは私もテレビ等で拝見したことは

あるんですけども、公営住宅につきましては、

例えば池田にある公営住宅でも、市内在住、

在勤、ただこれが大阪府営住宅になりますと

またちょっとそれが大阪府に住んでおられる

とか、ちょっと違うルールにはなるんですが、

町にありますのは町営住宅になりますので、

町内在住、在勤で先ほど御説明したように、

特段、お問い合わせがないというところなの

で、今のところは需要がないというふうに判

断しているところでございます。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

先ほど池田議員の話のちょっと関連になる

んですけど、そういう質の問題で、自分が売

るんだからこんなんでもいいんだっていうの

があったときに、どういうふうな対応をとっ

ておられるか。いや関わらないのは全然いい

んですよ。関わりたくないのはいいんですけ

ど。当然個人で無人で販売するなら、それは

その人の経営判断でよくなる。ただそれがち

ょっとでも規模が大きくなって組織になると、

ある一定のルールが必要になる。これがさら

にそれを法人格にするから関わらないという

のはいいんですけど、これから道の駅ってい

うことを考えるとそこら辺の意見に対してど

ういうふうに対応するかっていうところがし

っかりできていれば、関わらなくていいんで

すけどそういったものは僕は出てる段階で非

常に問題だなと思ってるんですね。 

それがそういうところだったら道の駅とい

う大きなものに持ってったときにそこに任せ

れるのかということになってくるんですけど、

今先ほど質の問題が出てそういう問題がある

っていう一事例が出ました。 

そういうことに対して、現体制っていうか

そこの任してるところはどういうふうに対応

をとられているのかわかっておられたらお聞

かせください。 

○委員長（小寺正人君） 

中谷課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

質の問題でどういうやつが具体的に出てい

るか出てきてるかっていうのを、僕が見る限

りは全部撥ねられているというところがあり

ます。 

そういうのがかなり多くなってしまって、

その評判自体が落ちるっていうようなところ

までは、今のところは至っていないかなと思

ってます。 

やっぱりそこら辺、質が低下していったら、

当然、お客さんも減りますし、売上に直結し

てくるところかなと思いますんで、そこは一

つの評価、消費者としての評価としては安い

けど、悪いもん買わはられへんということに

なってくるんで、今んところは徐々に、横ば

い、今ちょっと横ばいいの状態、ちょっと微
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増するぐらいっていうところでなってますん

で、やっぱりそこは質が低下してきて評判が

悪くなってくる。それまでには手当は打たな

あかんと思いますけども、今のところは、そ

こまでには至っていない。逆に、そういう会

員さん、どうしても自分のものは売りたいと

いうような方があまりにも横行してくると、

その方は会員さんをすいませんがお断りする

ということも考えていっていただく必要があ

るかなと思いますけども、今のところはそこ

までは至っていない。逆にやめられた会員さ

んで、自分が思っているやつが販売できひん

っていう形でやめられてる方も、それは聞い

てますんで、そういうような形で、何ていう

かな、自浄していってるっていうような状況

かなと思っております。 

あまりにもひどいようでしたら、また、お

店に行かれて、中川委員、結構行っていただ

いているんですけども、あまりにもひどいよ

うな状況があるんであれば、私のほうにも、

担当課のほうにも、お話をいただければ、そ

こは動きたいなと思いますんでよろしくお願

いいたします。 

○委員長（小寺正人君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

そこら辺はルールをしっかりとつくってい

ただけたらと思います。 

ただ結果として売上が減ってきたら、それ

って多分遅いんですよ。減ってるってことは

相当もう広まってるということなんで、そう

ならないために、特にいろんな意見というも

のには耳傾けてそこに対して真摯にっていう

のはもう常時やっておかないと、それが売上

とかそこら辺で、減ってきた段階というのは

もうちょっと取り返しがつかない状況になっ

ているんで、そういったところを、組織にい

る人だと当たり前のように対応している業務

であったとしても、それを個人事業主さんな

んかはそこら辺が、あまり得意ではない方も

おられるんでそういったノウハウなんかは、

やはり組織におられる行政の理事者の方とか

がちょっと関わってそういう運営をうまくす

る方法というものは、ある程度、運営がうま

くいくところまではリードしていく必要があ

るかなと思いますんで、これからそういった

観点で道の駅というもっと大きなものを任せ

れるような、法人格にするという、育てるっ

ていうところを意識して関わっていただきた

いと思います。 

○委員長（小寺正人君） 

中谷課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

今運営も見てまして販売だけじゃなくほか

のいろんなワークショップなんかやりながら

やってるっていう、いろんな工夫も今、中か

ら生まれてるような状況です。 

今御指摘のあったところは、当然、私ども

も完全に見放しているっていうことではござ

いませんで、しかるべき指摘はさせていただ

きますし、そういうところに、日頃から注意

は、今、改めてお話聞かせていただきました

ので、そこは肝に銘じて業務に当たりたいと

思います。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

すんません。志野の里のさっきの品質がね、

悪い、そういうものが出ちゃういう何かその

ような質問の話に関連するんですけども、ち

ょっとこれは品質というふうに言えるかどう

かわかんないけども、これ私、聞いたことあ

りますが例えば白菜を売る場合、白菜丸ごと

売るのは当然オーケーやけども何か半分ハー

フに切って出したら駄目とか何か、そんなよ

うなことは聞いたことあるけど、いわゆるそ
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ういうふうなことなの。 

大体、野菜いうのは朝採れたものが並ぶか

ら質的には結構ええはずなんやけども、そう

いうふうな意味合いの切って加工したものと

して野菜出したらあかんとか何かそういうふ

うなことやったんですかね。 

○委員長（小寺正人君） 

はい、中谷課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

今、池田議員等から御指摘いただいてた分

は、品質の問題であって切ったりっていうと

ころじゃないと思います。ただやっぱ切るっ

ていうところで、そういう衛生面のところが

あって、そこまではまだ取得っていうか、許

可をいただいてないというところで、どうし

ても切って販売、本来はやっぱり、今やっぱ

り一個丸ごと、なかなか、半分だけでええは

っていうところには対応できてないというと

ころがあります。 

ここんところはちょっと運営協議会さんの

ほうでも、ちょっと痛しかゆしのところは確

かにありますが、そういうような条件が整っ

たら、半分で売るとかっていうのはあるんで

しょうけども、今んところはちょっと、そう

いう加工というか切るとかっていうようなと

ころは、衛生面の問題で、そういうのは受け

付けてないというか、ようなところで運営し

ているというところです。はい。 

○委員長（小寺正人君） 

関連ですか。 

違う。休憩しましょうか。 

暫時休憩します。 

再開は 10分後、11時からとします。 

  （午前 10時 50分 休憩） 

  （午前 11時 00分 再開） 

○委員長（小寺正人君） 

休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

質疑どうぞ。 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

就農支援塾の件で、今年度の成果っていう

のかな。 

お聞かせ願いたいと思います。 

○委員長（小寺正人君） 

成果報告書のどこですか。 

    （「155」の声あり） 

○委員長（小寺正人君） 

155。 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

はい。農林商工課の井上です。 

就農支援塾でございますが、令和５年度で

７期まで終了しておりまして卒塾生が合計

64名になります。 

その方が、実際に現在農地を利用されてる

という分が、４.98ヘクタール。 

はい、失礼しました。64 名の卒塾のうち

35名が利用権設定をされております。 

面積は、先ほど申し上げた４.98 ヘクター

ルとなります。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

64 名が卒塾されて、34 名の方が何かしら

農業携わっていて、その農地というのは

４.98 ヘクタール、いうことですね。はい、

わかりました。 

何人もってわけじゃないんですけど、実際

卒熟されたあとに、豊能町で実際農業やりた

いっていったときの、そのルート的な、要す

るに 34 名の方はもう既にそのようにされて

るわけですから、そういった、何ていうかな、

バックアップ的な制度ってのはちゃんとでき

てるのかどうかだけまずお尋ねします。 

○委員長（小寺正人君） 

中谷課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 
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農林商工課の中谷です。 

まず今人数、農業にあたって、利用権設定

しているのは 35 名ということでお願いしま

す。 

バックアップの体制ですけども、一応ちょ

うどもう卒塾される年、毎年なんですけども、

年明けて１月ぐらいの講義のときに、その利

用権設定というか借りるところのどういうよ

うな手続が必要かとか、そういうところは塾

生にお話させていただいてますのと、あと、

そのときに貸したい、農地の所有者の方が借

りてくれへんかと言うてるところも一定まと

めております。 

そういうところを御紹介させていただいた

りというところで、借りる手続とかそういう

のも講義の中で説明したり、また卒塾された

方に対しましても、そういう農地の貸し借り

の希望がございましたら、その都度対応させ

ていただいておるところでございます。 

あと、今年からなんですけどもこの決算と

ちょっと関係ないんですけれども、今年から

実際にもう農地借りてる方でも、より、ちょ

っとどうしても、やっぱ相談相手、塾がなく

なって相談相手が誰に相談してええかという、

まだ独り立ちがちょっと難しい方のために、

そういう方のために支援員という方を、町内

の農業者置いて、支援するような体制も今年

からやっているというところです。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

一歩一歩前進で、何よりだと思います。 

頑張っていただきたいです。 

この 35 名の方は豊能町に移住したわけで

はないんですね。移住が条件になってるわけ

じゃないですよね、確か。 

そこの確認をお願いします。 

○委員長（小寺正人君） 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

農林商工課の井上です。 

移住は条件とはしておりませんが、現在の

ところ、卒塾生のうち２名が町内に移住され

ております。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

先ほど出てました志野の里ね、これから作

物少なくなっても困るし、そういったところ

への協力なんかは前提になってるんですか。 

ただ作物つくって楽しんでるだけっという

状況なのかな。 

お願いします。 

○委員長（小寺正人君） 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

農林商工課の井上です。 

この支援塾、卒塾された方には志野の里に

出荷するということを条件としております。 

○委員長（小寺正人君） 

池田委員。 

○委員（池田忠史君） 

すいません。同じところなんですけど、こ

れトータル 35 名ですけど前年ですかね、は、

まず何人がっていうところと、あと、これ

64 名、７期で 64 名っていうことは約７年で

64 名ということだと思うんですけど、７年

前に卒塾した人とか、まだ就農されてない残

りの約 30 名の方については、どういった形

で対応しているのか。 

もう就農支援塾には来たけど就農はしない

とか、したいけどできないのか、その辺の対

応もちょっとお伺いしたいです。 

○委員長（小寺正人君） 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

農林商工課の井上です。 
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去年の９月の時点でいきますと、22 名の

方が利用権設定をされております。 

○委員長（小寺正人君） 

中谷課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

あと卒塾されて就農に至ってない方へのフ

ォローということで、去年おととしにおとと

しの暮れ２月、３月ぐらいだとちょっと記憶

してるんですけども、就農されてない方、ま

た農地を借りてない方、豊能町のほうで農地

を借りてない方にアンケート調査、させてい

ただいております。今後の意向と、あと借り

られへんというのはどういった意向かという

ようなところはアンケート調査させていただ

いております。 

その中でちょっと、農業自分では借りてな

いけども、手伝いっていう形で農業に従事者

しているとか、っていうのがありましたんで、

今回ちょっと去年と比べてかなり増えてると

思うんですけどもそのアンケート調査をちょ

っと反映さして、就農に至ってるというよう

な、お手伝いというか、自分では名前では借

りてないですけども、あるＮＰＯの農業の法

人に一緒に活動されてるという方も入れまし

たんで、今回ちょっとがさっと増えているよ

うな状況です。 

アンケート調査の内容を見てみますと、な

かなか、今の生活があって、そこをやっぱり

保つところがあるので、そういう中で豊能町

のほうで農地を借りて、できる自信がなかな

かつかへんというところの回答が多かったと

思います。 

あと支援塾をやる中で、ちょっと考え方が

やっぱり甘かったな、就農するという野菜を

つくるっていうところで、やっぱり、月に１

回程度管理したらええっていうもんじゃない。 

やっぱりこう、毎日のように何ていうかな、

ええものをつくろうと思ったら見に来なあか

んというのはなかなかそういうような条件面

で折り合わへんとか、現実わからはって、ち

ょっと営農は今んところはできない。やっぱ

り兼業の方がほとんどですので、専業にする

には収入が不安、まだ自分ところも家族も家

庭もありますので、そういうところの不安と

いうのがあって、なかなか就農には至らない

という方が大半やったというようなアンケー

ト結果だったと記憶してます。 

 今ちょっと手元にその資料ございませんの

ではっきりしたことは言えませんけども、私

が記憶してる中では、そういうような方が大

半やったと。そういう理由で就農に至ってな

いというところです。 

フォローという意味合いではそういうアン

ケート調査で何が障壁になってるかというと

ころは聞かせていただいて、町のほうで、改

善できるところがあれば改善していきたいな

というような形に持っていこうと思ってアン

ケート調査をさせていただいたところです。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

はい、池田委員。 

○委員（池田忠史君） 

すいません。それじゃあちょっと１点だけ、

もう１点だけ。先ほど秋元委員から質問あっ

た中で２名ほどこちらに転入された方がおら

れるということを聞きましたけども、その方

も別にその就農というか、いわゆる兼業やけ

どここに引っ越してきたのか、それとも農家

としてやっていくから引っ越してきたのかっ

ていうところでいうと、どっちになるのかだ

けちょっと教えていただいていいですか。 

○委員長（小寺正人君） 

中谷課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課の中谷です。 

その卒塾された時期はちょっと１年ずれる

んですが、夫婦でということでまず奥さんの
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ほうが先に、ちょっと何期生やったか忘れま

した。６期、６期の方が女性の方でその方が

先に、こちら豊能町のほうに来られてます。

農地も借りて、専業というよりか加工もやり

たいということで、キッチンカーも購入され

てということで、そういうような、専業の農

家というよりかは、農業、自分でつくったも

のを加工して売りたいっていうような方でし

て、その方がまず来られました。 

そのあとでそのパートナーの方が次の７期

生やったかな、７期のほうでおられて、その

方結婚されて、こっちのほうに来られたいう

ところで、その方も仕事を持ちながら、こち

らで農地を借りてということで、兼業でやっ

ておられるような方です。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

ほかに質疑ございませんか。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

はい。161 ページのコミュニティセンター

管理事業です。 

まだこれ３か月ぐらいのことかもしれませ

んけれども、農林商工課の関わりというか町

の関わりが少し大きいのかなと思うんですね。 

私、今あんまり行ってないんですけど牧地

区に手伝っていたとき、コープこうべの事業

で、豊能町と大阪府と、それから地元と４者

で展開をしていて、この事業は、町をあんま

り頼りにしていないんです。宣伝もしていな

くて、コープこうべが勝手にって言ったら悪

いんですけど、宣伝しててあんまり豊能町の

人参加もしていないんですけど、金額はあち

らのほうが安いんですね。 

そういう、関わり方ができないのか、結構、

高山は宣伝が町ぐるみっていうんですか、町

も関わってやってるということなんですけど、

ここのもう少し独立できるような施策はない

んですか。 

○委員長（小寺正人君） 

中谷課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

コープこうべさんのほう、牧のほうで精力

的に活動されておりました。明日も明日あさ

ってやったかな、も会合があるところです。 

そちらのほう、主になっておられるのがコ

ープこうべさんの社員さんが来られてて、そ

のコープこうべの、私が聞いてる中ではそう

いう部署があって、その方が携わってる、仕

事の一環としてやっておられるというところ

があります。 

片やコミュニティセンターのほう、もちろ

ん仕事なんですけども、そこら辺、主でそう

いう事業をやってる、ほかのキャンプ場とか

も掛け持ちでやってるような形です。管理人

さんは地元の方を雇っていただいてやってる

というところであるんですけども、その企画

とかっていうところは、本体のほうでやって

るというところで、やっぱりそこら辺の人件

費とか、人の張りつけれるところの差もあり

ますし、コープこうべさんの参加費、結構や

っぱりリーズナブルな設定をされております。 

片やグラッドさんは、コープこうべさんに比

べてやっぱりはるかに高い。ただ、そこは民

間の企業さんとして、採算が合うところの、

ここら辺が一番折り合いがつくところやなっ

ていうところ、そこは企業さんの努力できる

ところとできひんところがありますのでそこ

ら辺の参加者の需要と供給のバランスも見な

がら設定されてるというところで、まだ、実

際に１月から入っているんですけども、実際

にグラッドさん、指定管理者さんが事業開始

されたんも４月以降になってきます。 

 ちょっとそこら辺は先ほど中川委員からも

ありましたけども参加の人数とかもございま

すので、もうしばらくちょっと、注目ってい

うか、状況を見ながら、話は、協議が必要で
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あればさせていただくような形で、もうちょ

っとちょっと期間が短いですので、見させて

いただきたいなと思ってますんで、よろしく

お願いします。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

牧地区の事業は、豊能町の広報も使わない

し、自分たちでやっているんですね。ここは、

指定管理をしているからということもありま

すけれど、あんまりそのさっきの志野の里の

運営協議会も自分たちで頑張ってるっていう

ところで、この高山コミュニティセンター、

関わり過ぎてないかなと思うんです。 

今回の予算はね、まだ、１月から３月まで

の分だから、そうかもしれませんが今後のこ

とを聞いています。 

○委員長（小寺正人君） 

中谷課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

今管野委員がおっしゃられた関わりってい

うところのニュアンスがちょっと、私とまた

ちょっと違うところもあるんですけども。 

基本これ民間のノウハウを活かすっていう

ところで指定管理者制度というのを導入して

ます。 

うちが今、直接運営にどうこうという関わ

りはしてません。指定管理料の中で、その受

けられた事業所さんがどういったような内容

ができるか、またそれで利益を生んで、それ

が町に還元されたり、というところを考えて

やっていただいているので、そこの内容につ

いては、うちがこれせえあれせいとかもない

ですし費用は指定管理料の中でやっていただ

いてるというところで、全くかんでないとい

いますか、地元さんとの協議が必要なときに

関しては、もちろん入って協力をさせていた

だいてます。 

広報についても町のリンクはさせていただ

いてますけども、広報についても、全て指定

管理者のほうでやっていただいてますので、

うちがかんでるっていうところが、指定管理

料を払ってるっていう意味合いかと思うんで

すけども、はい。そこら辺は運営はグラッド

さんに、ほぼほぼお任せして、こちらはちょ

っと提案ですね、提案あったところはちゃん

と履行されてるかとか、内容についても報告

毎月いただいておりますので、そこは確認は

してるっていう状況です。 

コープさんについてはコープさんの会報誌

みたいな、これはその事業、コープさんの別

のこの周知の方法としてやられておりまして、

それを活用されたりっていうところで、多分

参加費も幾分かはそこに入ってるかは、そこ

ら辺まではちょっと私らわかりませんけども、

そういう費用というのは多分本体のほうから

出てて参加費には入ってないんかなというよ

うな、これは臆測なんで、あんまり突っ込ん

だことは言えないんですけども、やっぱりそ

ういうところで会社がかなり負担されてると

ころが多いかなというのは、察するところか

なと思います。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

ちょっとうまく伝わってなかったと思うん

ですけどね、豊能町のホームページのお知ら

せのところにサツマイモ収穫体験とか出てい

ますよね、そこのとこ言ってるんで、コープ

こうべやったら大根チャレンジャーとか枝豆

チャレンジャーとかね、そういうふうにある

んだけどもここに載してもいらないとは思い

ますけどね、そういう関わりが今も、募集し

たら大人気なんでね、ここに載してもいらな

いかもしれない、しかも交通手段がないって

苦情まで聞いてますけども、そういう関わり

です。 
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○委員長（小寺正人君） 

中谷課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

去年ぐらいまで私もその会議とか、一旦ち

ょっと途切れたときはあったと聞いてますけ

ども、行かしていただいております。 

その中で豊能町が依頼するところ、要望し

ていただくところは言ってもらって、私ども

が動かなあかんところは動きますよっていう

お話はさせていただいてます。 

交通の便とかって、すぐにはちょっとなか

なかできひんとこあるんですけども、広報と

か、そういうところは４社で、大阪府も含め

まして４社で協定を結んでいるところですの

で、広報とかそちらのほう、御依頼がありま

したら、はい。積極的に協力はさせていただ

きたいと、それはもう前から思っているとこ

ろですので、はい。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

牧地区をどうしようって言ってるんじゃな

くて、こちらをもうちょっと独立っていうん

ですか。そうしたらどうですかということで

す。 

これから先も指定管理にするのか。そうい

うことも含めてです。 

志野の里の在り方もそうなんですけど、そ

このところを伺っています。 

○委員長（小寺正人君） 

中谷課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課の中谷です。 

圧倒的にコープこうべさんと違うというと

ころは一応町立、運営は任せてますけども町

立の分を、町立でやってますところで、広報

のほうはやらせてもらう。 

これシートスも同じ話になってきますので、

独立させたらええやんちゃうかっていうこと

になればシートスとかも、指定管理入れてる

とこ、町のホームページせんと自分らでやっ

てくれよみたいな話になってくるんで、それ

はあんまりよろしくないかなと。 

逆にそういう、地域でやってるような、特

にその協定で結んでいるようなところで、今

自分ところのコープこうべさんの広報で、十

分募集できてる状況なんかなと今は察してま

す。それ以上に、逆にね、宣伝は今必要じゃ

ないかなというところでお声掛けはないかな

とも今思ってますけどまた明日あさって行っ

たときにでも、担当のほうからそういう要望

があったら、お伝えいただく。できるできひ

んは別にして、そういう要望は聞かせていた

だきますので、そういう形で対応していきた

いと思ってます。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

秋元です。 

132 ページの光風台駅のエスカレーターの

管理事業についてお尋ねします。 

まず１点なんですけど、もう今回 515 万な

んですけど、多分こう見ますと、うち 177 万

6,208 円というのは業務委託料で、これは能

勢電のほうにお願いしてるのかな。業務委託。  

というのと、もう１点。この報告書の下の

ほうに、不具合が生じたときの連絡体制やマ

ニュアルの構築を進めていくっていう文書あ

るんですけども、これ具体的何かそういった

ことがあったうえでのこの一文なのか、お聞

かせください。 

○委員長（小寺正人君） 

杉本課長。 

○建設課長（杉本 崇君） 

建設課、杉本です。 

まず１点目なんですけども、業務委託にな
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るんですけども、これは光風台のエスカレー

ターを利用してる方に関して監視する業務と

いうことで能勢電さんに委託してることと、

エスカレーターの装置自体の保守点検業務を

日立ビルのほうに業務委託している、合計で

515万となってます。はい。 

それとあと営業事業評価シートでの改善の

方向性について書いてることですけども、

2,018 年からエスカレーターの管理、管理に

関しての事業を行っていますけども、具体的

に利用者が何か不具合等起きたことは装置の

ほうで１件と利用者の方で１件、今まで５年

間ですね、１件ずつあります。 

そういうのを踏まえた中で、一応、能勢電

と日立ビルともに管理業務について覚書や契

約書を交わしてる中で、緊急時についての連

絡先は、連絡することという文言はあるんで

すけども、実際具体的に誰に連絡するとか、

どの部署が出動するとかそういう具体的なこ

とがちょっと記載されてませんので、この５

年間で１件ですけども、こういった不具合が

起きてることも考えまして、もうちょっと、

緊急時の連絡体制を具体的な文言を取決めで

覚書の更新時期とかに合わせてちょっと、検

討していきたいなと考えているとこでありま

す。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

515 万の内訳、能勢電のほうに 176 万 280

円、日立のほうが 294万 6,900円ですよね。 

はい。 

あと光熱費があるんですけども、それはさ

ておいて、そういった５年間に不具合が起き

た中で、まだ緊急のときはどうしたらいいか

っていうマニュアルまでは至ってないのかな

つくってないのかな。 

このあとにつくったという返事があんのか

なと思ったけど、まだ。急がれたらいいと思

うけど、いつ頃になりそうですか。 

○委員長（小寺正人君） 

杉本課長。 

○建設課長（杉本 崇君） 

具体的に不具合が起きたあとには、ファッ

クスと電話の連絡が来るんですけども、装置

のほうの不具合の事例が、2,020 年の９月に、

８時半にエスカレーター緊急停止したことが

ありました。 

この原因が、日立によりますとエスカレー

ター上での乱暴なかけ上がりが原因で、セン

サーが働いて止まったということで、この不

具合自体は 10分程度で復旧しております。 

あと利用者の方については、2,023 年、去

年の 11 月にですね、高齢の方がバランスを

崩して転倒されたんですけども、同じ時期に

エスカレーターを利用してる方がインターホ

ンを使って、能勢電のほうに連絡して大事に

はなってないんですけどちょっとけがをした

と。そういう事例であります。 

先ほど言いました緊急の連絡体制ですね、 

電話とファックスでは来ることになってて、

この程度の事象であれば、その連絡で十分賄

えると今考えてますんで、覚書や契約の見直

しのときですね、そのときまでには、もう少

し、どういった事象の場合はもう誰それに連

絡するとか、そういった具体的な文言をつけ

加えたいと考えております。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

高齢者転倒して傍にね誰かいらしたからい

いけど、そのまま巻き込まれたらね、多分大

事故になったと思いますので、やはり消防へ

の連絡とかそういったことなど、早急に進め

ていただきたいと思います。 

それで質問なんですけども、これは保守管

理に対する質問なんですけども、あのエスカ

レーターは何年かな。2010 年頃に取り替え
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てるですかね。私ちょっとそのとき在籍して

なかったので、取り替えたんですか。それと

も要するにあのエスカレーターはメンテナン

スの時期がもう無理があると、部品に無理が

あるということで、このままエスカレートを

続けていくか、エレベーターにしていくかと

いうことで町の中で問題になったんです。 

それで住民のほうが、いやエスカレーター

にしてくれという形で、選挙の焦点になった

はずですこれは。覚えてるかな。ですよね。 

はい。 

そのときに私はちょっとあとはこの場から

離れたので、その次にエスカレーターに対し

てこれは全面取替したんですか、それとも部

品の取替で今維持してるんですか、まずどち

らですか。 

○委員長（小寺正人君） 

田中次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

はい。都市建設部、田中です。 

今のエスカレーターなんですけども、当時

の説明でプチリニューアルっていうことで説

明していたかとは思うんですが、全ての部品

を取り替えたわけではなくて、当時の基準に

見合うものを最新のものの部品とか、仕様に

取り替えております。 

使えるものは特に影響なく使えるものはそ

のまま使っておりますので、完全リニューア

ルではなくて、部分リニューアルということ

で、工事のほうはさせていただきました 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

日立が何て言ってるかわからないですけど

も、当時は日立のほうから、もう次のメンテ

ナンスは部品がなくなると。ですよね。 

って言って今はそれはどうなってんですか。  

部品はまだあるよみたいな話になってんで

すか、日立のほうから。 

ていうかいつかストップしたら部品がなく

てもうアウトってことになりかねないですよ

ね。 

そこのところをお聞かせください。 

○委員長（小寺正人君） 

  田中次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

はい。都市建設部、田中です。 

委員おっしゃるように、部品がなくなるっ

て言われたものにつきましては、その段階で

更新しております。 

部品の在庫がまだあって大丈夫だよってい

うところについては、そのときは見送ってお

るような状況でございます。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

今、日立は何て言ってますの。 

  まだ大丈夫ですよと。今後何十年か、10

年先 20 年先は、御安心くださいという状況

なのかお聞かせください。 

○委員長（小寺正人君） 

田中次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

はい。都市建設部、田中です。 

特段、日立のほうからこの部品について、

あと数年でなくなるからどないかしなければ

いけないというような、相談報告はございま

せんので、町としましてはまだ当分、エスカ

レーターの部品については在庫があるものと

考えております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

部品があるかないか本当当時の 10 年前だ

ったと思います。町民がね、エレベーターに

するかエスカレーターにするか。うちの特に、

西地区の自治会、住民、半分に割れたぐらい
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の問題でしたので、現在の状況はやっぱり日

立のほうに確認していただきたい。明日あさ

ってなって止まりましたではちょっと困りま

すので、これをまず確認していただきたい。 

よろしいでしょうか。 

○委員長（小寺正人君） 

田中次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

はい。都市建設部、田中です。 

日立のほうに確認して、適時、在庫のほう

確認したいと思います。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

ついでの質問で申し訳ない。 

この光熱費ね、今回 42 万 7,373 円っての

はどこの部分の、あそこの動かす電気代です

か。ちょっとその質問だけ付け足します。 

○委員長（小寺正人君） 

杉本課長。 

○建設課長（杉本 崇君） 

建設課、杉本です。 

委員のおっしゃるとおり、これはエスカレ

ーターを動かす動力の電気代となっておりま

す。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

説明資料の 169ページお願いします。 

これ環境課関係になるのかな、環境いては

ったかな、いてはるね。 

小事業名で死獣・衛生害虫事業というふう

な項目をね、書いております。 

この中で死獣かな、これは獣ってわかるん

やけど、この衛生害虫、虫ってあるんやけど

も、虫って例えばどんなことを対応してもら

えるのか、ちょっとその辺りお伺いしたいと

思います。 

○委員長（小寺正人君） 

中井課長。 

○環境課長（中井 哲君） 

はい。環境課、中井です。 

実際ですね、死獣につきましては回収等を

ですね、直ちに行っているところなんですけ

れども、害虫につきましては、例えばゴキブ

リですとか、あとマダニですねとか、あと最

近ですとヒアリですとかセアカゴケグモです

ね、そういった害虫につきましては、広報等

でですね、啓発をさせていただいてるという、

そういうところでございます。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

あくまで虫は啓発だけなんですね。何かそ

の、うち、こんな虫おるからなんとか言って

もあかんわけ、それはもう、中川さんとこで

何とかしてくださいねみたいなそういうふう

こと、ハチもそうやけどそういうことやね。 

○委員長（小寺正人君） 

中井課長。 

○環境課長（中井 哲君） 

はい。環境課、中井です。 

はい、委員おっしゃるとおりでございます。 

あとですね、駆除をしていただける業者と

いいますか、大阪府のペストコントロール協

会というところがございまして、そちらのほ

うを一応御案内といいますか、させていただ

いているところです。 

もちろん、状況を御説明いただいて見積り

等をですね、お取りいただいてもらったうえ

でそういったことでの駆除等はですね、対応

していただくように御案内はしているところ

です。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 
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中川です。 

次は、実際の事例の話になりますが、つい

最近もすんません、野鳥が小学校の近くにね、

落ちてて処理してですね迅速にしていただい

てありがとうございます。 

実はこういうのがよく私んとこに来るんで

す。２年ぐらい前はカラスが転がってるいう

ね、そういうのもあったし、ネズミが転がっ

てるとかね、死んでいるいうことや。そうい

うのがあって、その都度役場にね、環境課の

ほうにお願いをしたり、例えば土日祝日なん

かのように、役場閉まってる環境課がお休み

というね、そんなタイミングではちょっと困

ったなあとなるんですけども、ちょっと実は

警察のほうにちょっと無理言うて引き取って

もらって、確かそれ役場のここの宿直室かな、

何かそこに何か一旦保管を何かしてもらうみ

たいな、そんなことをおっしゃってましたけ

ども、いつもそんなふうな対応で、土日祝は

やっておられるんでしょうか。 

○委員長（小寺正人君） 

中井課長。 

○環境課長（中井 哲君） 

はい。環境課、中井です。 

土日につきましては、まず宿直、日直の方

ですねところに通報等が入ります。 

そのときに課内の緊急連絡網を通しまして、

連絡が来るようになってございます。 

基本的にはそのときに出動できるものが出

勤をしまして、回収のほうをさせていただい

ているところでございます。 

中には直接何かもう役場のほうにお持ちい

ただいたり、警察の方が、こちら役場のほう

にお持ちいただくようなこともございます。 

その際には、日直さんのほうで保管庫です

ね保冷庫がございますので、そちらのほうに

入れていただくというようなそんな形をして

おります。 

最近ですと、ついこの間の金曜日の夜です

けれども、ちょっと守衛さんのほうから御連

絡ありまして、土曜日の朝に回収にお伺いし

たというようなことがございました。 

  はい、以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

私が土日祝日の対応をちょっと知らなかっ

ただけなのかなそうしたら。そしたら今後、

土曜日とか日曜日に何かまた猫が転がってる

とか何かそんなんがあったら、ここの宿直室

に電話したら、誰かそっからまた職員さんに

連絡いって対応してもらえるというようなこ

とになると考えておったらいいんですかね。  

その辺りちょっと住民さんなんかの周知も

その辺りできてるのかどうかも併せてちょっ

とお願いいたします。 

○委員長（小寺正人君） 

中井課長。 

○環境課長（中井 哲君） 

はい。環境課、中井です。 

はい、委員おっしゃるとおりですね、土日

につきましては、もう役場のほうですね守衛

さんのほうに日直さんのほうに御連絡いただ

きましたら、こちらのほうに連絡が来るよう

になってございます。 

あと、猫ですとか犬が最近特に多いんです

けれども、たまにですねちょっと大型の鹿と

かが連絡あることがあるんですけれども、ち

ょっと鹿の場合ですと、なかなかちょっと一

人でですね積み込むことができないとかそう

いう事情もございまして、状況によっては、

直近の開庁日にご対応させていくっていうな

場合もございます。 

それだけちょっともう御了承いただきたい

んですけれどもそういう状況です。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 
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あと、これはどういったらええんかな。 

普通、野鳥とか野獣とか、そういったもの

はどんな病気持ってるかわからんからあんま

り手で触らんほうがええみたいなことを調べ

たら書いてあったような気がするんやけど、

その辺りもしっかりと、あんまり触らんよう

にみたいなことも、衛生面でよくないからそ

ういったこともちゃんとね、皆さんに知っと

いてもらったほうがいいのかなと思いますが

その辺りどうでしょうか。 

○委員長（小寺正人君） 

中井課長。 

○環境課長（中井 哲君） 

はい。環境課、中井です。 

はい、特に祝日でない場合ですね開庁日で

したら、直接環境課のほうに御連絡をいただ

きまして、回収のほうにお伺いすることもよ

くあるんですけれども、その際にはもう、取

りあえずもう触らずに、もう回収に伺います

のでもうそのまま置いといていただきたいと

いうことで、御案内をしているところです。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

はい。管野です。 

167ページの観光事務事業についてです。 

右側のページに、将来的に近隣市町と連携

し新たな観光資源ルートの開発が重要となる

と書かれてありますが、妙見口のケーブルリ

フトがなくなったり、そういうことで、今年

度、令和７年度に令和６年度に阪急の職員が

２人来ていただいけるということを予算で伺

ったんですが、妙見口駅前、素晴らしくよく

なるように進められているんですか。 

○委員長（小寺正人君） 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

ちょっとこの件につきましては総務部のほ

うで予算を組ましていただいて、総務のほう、

総合政策課のほうが今対応をさしていただい

ております。 

２名の方がエイチ・ツー・オーのほうから

２名来ていただきまして、はい、今妙見口駅

前周辺を含みます、あの辺りをどう活性化し

ていくのかということで、総合政策課の職員

と一緒になって、ちょっと長期になると思い

ます。すぐに成果が出るもんというと例えば

イベントなんかを打つと、確かに人がすぐに

来て、一瞬の賑わいはつくれるんですけども、

最終的に目指すところはそういうものではな

くって、ケーブルとかリフトがなくなって、

能勢電の利用者が減っている、妙見口駅名が

ちょっとこう賑わいがなくなっているという

ところを、長期間にわたって賑わいつくって

いくにはどうしたらいいのかっていうところ

で、これから地域に入りながら、いろんなと

ころで仕掛つくって、どう活性化していくの

かというのを検討させていただいていると。 

今、現在進行形でございます。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

来年度の決算かもしれませんけれど、この

観光協会との役割っていうんですか、協力状

況、なんで 182 万 4,000 円入ってるかってい

うことも含めて、その連携はどうとられてい

くんですか。 

○委員長（小寺正人君） 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

具体的にまだ多分観光協会と一緒になって

というところまでできてないと思います。 

これから当然あそこ観光協会も入っていろ

んな仕掛つくっていただいてますので、そこ

は連携とりながらやらせていただきたいとい

うふうに思います。 

○委員長（小寺正人君） 
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はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

秋元です。 

147 ページの公共施設の花いっぱい運動に

ついてお尋ねします。 

まずスタート当初はねかなりの予算をとっ

てやってましたけども、現在この花いっぱい

関わってる会員っていうんですか、は何人ぐ

らいいらっしゃるんですか。 

○委員長（小寺正人君） 

臼井課長補佐。 

○都市計画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。今の御質問ですが、今ボランティア

さんで愛花会が 21 名で、個人登録で 20 名、

希望ケ丘の花の会で６名で現在 47 名の方が

ボランティアとして、花いっぱい運動に、花

いっぱい運動の事業に参加していただいてい

る状態です。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

当初かなり経費かけて花壇なんか整備しま

したけども、多分新光風台の郵便局はもう枕

木が横になってるので、あそこも当初そうだ

ったのかなっていうふうには勝手に思ってん

ですけども、当初かけた花壇なんかを今全部

有効活用されてるんですか。 

非常にこのボランティアさんにね、全てど

うのこうのってことは無理なことですので、

現在つくられた花壇、何％ぐらいボランティ

アの方々が手入れして花植えてらっしゃるの

か、もし掴んでるようでしたらお願いします。 

○委員長（小寺正人君） 

臼井課長補佐。 

○都市計画課課長補佐（臼井信一郎君） 

すいません。そちらについては今現在把握

してませんので、後ほど確認して回答させて

いただきます。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

今の質問とちょっと関係する。私は光風台

駅のとこに行くんですけども、用事があって

行くんですが。 

この花いっぱいで確かにいろんな花を植え

てくださってます。しかしもうそこにはドク

ダミや何か入り込んで、このボランティアの

方たちがやるには非常に無理な状態になって

ます。私から見て客観的に。よく多分あれ沖

縄百合かな、もうすごい繁殖の強い百合があ

るんですけども、それもあれするし。それか

ら駅前ですからサルスベリわかるかな。サル

スベリのもう種が散って、花壇に入ってもう

１メートルぐらい伸びてきたりとか、それと

薔薇のトゲがのあるものが最初可愛らしかっ

た今すっかり伸び切ってるとか、あれをね、

ボランティアの方に下から整地してちゃんと

するにももう無理があるなというふうに思っ

てますので、町として、この花いっぱい運動

とどのような関わりを持ってるのか。応援体

制をとってるのか。 

特にもう１点は、駅前のところちょうど正

面にある丸い空間かな、あそこなんか茂って

茂って茂って、かき分けないとちょっと怖い

かなぐらいの形なんで、この辺り町としてど

のように考えてらっしゃるか。花いっぱい運

動のこのボランティアの方たちの関わり方。 

○委員長（小寺正人君） 

臼井課長補佐。 

○都市計画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。今ボランティアさんのほうについて

は、ボランティアさんから必要とされる消耗

品ですね、土とか苗とか、種というのを支給

させていただいて、なおかつそれの管理、植

樹という形でしていただいてるところが現状

であります。 

今委員が言われる例えば光風台駅の駅前の

ロータリーとか、そちらのほうについては、
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できる範囲で除草みたいなトゲのある薔薇と

かいうのは撤去していただいて、それ以外ど

うしてもできないということであれば相談し

ていただいたら、うちのほうで、直営ででき

る範囲とか、あと伐採業務ですね、そちらの

ほうでやれることをいうことでちょっと対応

させていただいてるというのが現状となりま

す。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

本当にこの花いっぱいのボランティアの方、

よく見ますけど、中に入り込んで膝ついて草

むしったりなんかしてます。 

これはオアシスの前なんか、そういう姿見

ます。本当に頑張ってくださってるし、駅前

も本当に今ドクダミがね、もうはびこってい

くようなとこも多分一生懸命耕して植えてら

っしゃるんですよ。けど、もう育たない。 

ですから、このあとは花いっぱいの愛花会

の方になるのかな、個人の方かな、話し合っ

て、その土とか入れていくのにもやっぱりも

う限界あります。入れる、土を入れる作業に

しても。 

ですから直接話し合って、この今後花いっ

ぱいをもっと広げていくためには充実させて

いくためにはどうしたらいいかって場を、相

談とか話し合いの場をいっぱい持っていただ

きたい。 

いかがですかこれ。 

○委員長（小寺正人君） 

臼井課長補佐。 

○都市計画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。去年もそうなんですけれども愛花会

の会長と、うちの当時の課長、それから担当

ですかね、対面でお話しさせていただいて、

今後どのような形で、その植樹いいますか対

応もしていきますし、必要品ですね、うちが

思っているのと愛花会のボランティアの方が

欲しいものがマッチングできるような形で、

去年はお話しさせていただいたんで、今年も、

定期的に何か御相談言うことがあれば、顔を

合わせてちょっと、会議みたいな形で打合せ

みたいなのをちょっとさせていただきたいと

思います。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

そういうふうなお話の場を持ってるってこ

とはありがたいと思います。 

ただ言いましたように、駅前のあそこどう

なってんだろうと正直思ってます。 

ですから、あそこは花いっぱいの活動して

るのかどうかのところから確認していってい

ただきたい。郵便局の裏もどうなってるのか、

ままあのままでもでも別にいいかなと思うん

すけどねボランティアの力を借りることです

ので。 

ですから、そういった場所場所に応じて、

どのような状況になってるかをきちっと把握

しながら、ぜひ進めていってください。 

お願いします。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

新光風台は、花いっぱい運動にエントリー

していないんですか。 

もう少し詳しく言いますと、自治会回覧で、

町の許可協定締結の予定ですと言って回覧が

来て、お金も集めているんですね。今ちょっ

と自治会長さんに、この顛末っていうんです

かこの何でこうなったかというのを今調べて

はいただいてるんですけども町はこの花いっ

ぱい運動の申込っていうんですか、受け付け

てはいないんですね。 

確認です。 

○委員長（小寺正人君） 
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臼井課長補佐。 

○都市計画課課長補佐（臼井信一郎君） 

今、委員がおっしゃられたとおりなんです

けど、各ほかの地区でも、ボランティアさん

とか個人さんでされたい方というのは、場所

が空いておれば、そこで協定いう形で維持管

理していくいうということで随時受け承って

おります。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

  管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

じゃあ、この新光風台の件は受け付けてい

ないということでよろしいですね。 

  ２丁目花いっぱい運動です。 

○委員（中川敦司君） 

吉澤都市計画課長。 

○都市計画課長（吉澤 亘君） 

都市計画課、吉澤です。 

新光風台のほうは今現在、個人さんでボラ

ンティアとしてやっていただいてる方は何名

かいらっしゃいます。 

２丁目のところの団体としてのお話は聞い

ておりません。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

152 ページのシルバー人材センターなんで

すけど、総延べ人数が 600 名ほど大きく減少

してるんですけど、この理由は何でしょうか。 

何か会員数の減少かなと、10 名ぐらい減

ってるんですけど。 

お答えいただけますか。 

○委員長（小寺正人君） 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

はい。農林商工課の井上です。 

今おっしゃいました延べ人数確かに 7,318

というこでで前年が 7,900 人を超えてました

ので 600名ほど減になっております。 

会員数も、こちらの課題として挙げさせて

いただいてるんですが、令和４年度 121 名お

られたのが令和５年 113 ということで、会員

数自体も減少している状況でございます。 

それに伴いまして就業に当たられた方も減

ってしまっているという状況でございます。 

○委員長（小寺正人君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

把握しておかないといけないのは人数が減

った分がそのまま延べ人数にリンクしている

のかどうか。シルバー自体の仕事等が減って

いるのか。そこら辺をちゃんと把握しておか

ないと、全部一緒くたに人数が減っているか

ら減ってますよねで終わってしまうと、次に

繋げられないんでそこをきっちり分けて、分

析されているかを確認しています。 

人数は減っても一人当たり減ったらこれぐ

らいの、過去においてこれぐらいの延べ人数

減ってますよね。じゃあ急に令和４年から５

年に向けて、何人減ったんだからこれくらい

適正ですよね。ああそれ以上減ってたらちょ

っとほかに原因があるんじゃないかとかそう

いうような考え方をしてるかどうかを確認し

てます。 

○委員長（小寺正人君） 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

農林商工課の井上です。 

受注の件数で言いますと令和４年度が 459

件だったところが令和５年が 506 件というこ

とで、受注件数で言いますと増えております

ので、仕事の内容によりまして数が減ったと

いうことがあるのかなとは思うんですが、は

い。 

そういった状況でございます。 

○委員長（小寺正人君） 
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永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

当然過去の事例と比較して比較する場合は

いろんな状況をアンテナを張って敏感に分析

しておかないと、減ってるから安直に減って

るから、こっちも減ってますよねっていうこ

とだったら、ちょっと次の方向性、方針を決

めるところで見誤ることがあるんで、今のと

ころはこれから分析する際にもちょっと慎重

に行っていただきたい。 

そしてこの課題にあるのが定年が延長され

たことによって人数が減ってるということも

課題に挙げられてますけども、そこら辺の対

応というのはシルバーさんとしてはどのよう

に考えておられるのか、お聞かせいただきま

すか。まだそこら辺は。はい、わかってる範

囲で。 

○委員長（小寺正人君） 

中谷課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

すいません。分析の細かいところ、先ほど

の確かに受注は増えてるんですけども件数が

減ってるということで、多分大口とか定期的

な部分が減ってるんかなっていうのは推測さ

れます。 

ただそこまではちょっと詳しいところまで

今分析しておりませんので、こちらのほうは

また、シルバーさんにちょっと内容まで、報

告が来てる部分ではちょっとそこまでは読み

取れないというところで、今回はっきりした

御回答はできませんので御勘弁いただきたい

と思います。 

今後の方針ですが、これ全国的なんですけ

ども、やっぱり定年が上がってきてるという

ところで、当然、リタイアされた方がシルバ

ーに加わるということで、当然その分は年齢

層が上がってきます。そうなってきますと今

度また今度動ける年齢層っていうのもやっぱ

限られてきてますんで、定年と同時に同じよ

うに上がってたら問題ないんですけども、や

っぱりその辺、体力的な問題っていうところ

は、依然そんなに定年が５歳上がったからっ

ていって、体力的に５歳、元気なままおれる

かっていうとそうではないところなんですけ

ども、これはちょっとなかなかこう、対応、

まだ明確な対応、私たちもこうしたほうがい

いんちゃうかっていうところは、見い出せて

ないところもありますし、シルバーさんもな

かなかそこは見い出せてないところかなと。 

ただ継続して勧誘活動とかいうところはや

っていただかなければならないかな。 

当然、高齢者が増えてきますんで母数自体

は増えてきてるんで、入られる方、仕事との

兼ね合いも、仕事の量との兼ね合いもござい

ますし内容との兼ね合いもありますけども、

そこは継続的に会員の募集はしていっていた

だいておりますし、私どものほうもそこら辺

広報とかでも協力できるところは、させてい

ただきたいなと。 

明確なこういう方針でっていうところは今

のところはちょっと見当たらないような状況

になっております。 

はい。以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

これからシルバーの役割が非常に重要にな

ってくるのかなと考えてます。 

そういった際に、年齢が上がるにつれて新

しいことに挑戦する意欲ってやはりどんどん

下がっていくんですよね。 

ですから定年延長されましたけども、その

手前ぐらいからどんどん積極的に勧誘、シル

バーというものがあってこういうところでい

ろいろスキルを活かしてみませんかという積

極的な活動を続けていくことで定年が延長さ

れてもそこで定年した、すぐにシルバーに切
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り替える人も増えてくるのかなと思うんで、

そういった啓発活動をこれからもじっくりし

ていただきたいと思います。 

もう１点だけ。公園、145 ページの公園遊

具なんですけど、これは毎年いろいろ壊れた

ところを直しているっていうのが続いてるん

ですけど、これ、例えばいろんなところがね

三種の神器と言われるジャングルジムとかブ

ランコとかああいうところも古くなってはく

るとは思うんですけども、そういったところ

が、壊れたらまた直していく方向にいくのか。 

以前から武庫川女子の方と教授さんといろ

いろ公園の在り方をいろいろ議論されてます

よね。そうすると、早い段階で公園の方向性

を決めとかないと、危ないってなったら直さ

ざるを得ませんよ。撤去するか何か、そこら

辺の方針があるとここはこういうことで使う

からもう直さなくて撤去するんですというこ

とを示せますよね。 

ですからその公園の在り方というもの、い

ろんな豊能町の施設がいろいろ古くなってく

るから、もう次の、更新のタイミングに合わ

せてもう明確に早い段階からこの公園こう使

いますこの公園はこう使いますということを

示していく必要があると思うんですが、そう

いった計画というものはできてるんですか。

来年度予算に何かこう示せるものがあるのか、

お聞かせください 

○委員長（小寺正人君） 

吉澤課長。 

○都市計画課長（吉澤 亘君） 

はい。都市計画課、吉澤です。 

今、大学のほうといろんな方策を考えてお

ります。学生さんに関わっていただいたり、

先生方に、どういった方法で、今後の公園の

在り方をやっていったらいいかというのを、

助言をいただいたりとかしております。 

まだ申し訳ないんですが、調査とかそうい

うものをやってる段階ですので、固まった方

針というのはまだ出ておりません。 

ですので、来年度予算に計上できるかどう

かっていうのは今の段階ではまだ不明確な状

況です。 

ただ、やはりつくった以上、維持管理して

いくだけではなくて、子どもさんやお年寄り

とか、いろんな世代の方々に使っていただく

楽しんでいただくくつろいでいただく場とし

て、提供はしていきたいと思ってますので、

そこの部分はいろいろと取組をしていきたい

なと思っております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

結構長い間調査されてますよね。やはりこ

うたくさん公園、新興住宅街にもいろいろと

豊能町にはいっぱいあるわけですから、一つ

ずつでも１回、試験的でもここではこういう

公園でやってみようとか、いろいろちょっと

ずつでも１回取り組んでみないと、なかなか

その取組っていうのがようやく、たまたまス

マートシティで中央公園がちょっとできまし

たけども、あんなでかい規模ではなくて、小

っちゃいどこにでもあるような公園のところ

でこういった取組を１件、毎年一つの公園で

もいいからこういう試験的にやってみるとい

うところが非常に重要になると思うんで、ち

ょっと一つずつでも、予算のほうに反映して

実行していっていただけたらと思います。 

○委員長（小寺正人君） 

吉澤課長。 

○都市計画課長（吉澤 亘君） 

はい。都市計画課、吉澤です。 

今ですね、総合政策課のほうでも協力して

いただいてますとよのていねいさんと一緒に

公園の利活用とかをやっております。 

そこでパークキャラバンということで、い

ろんな公園を活用して、こんな活動ができる
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よっていうのをやっていただいているところ

です。 

それのほうにもこちらとしても協力してお

りますので、今後そういう団体さんとかが出

てきた場合に、公園の利活用も一緒にやって

いけたらと思っております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

ここで委員の方にちょっとお尋ねします。 

これまだまだこの部門、続く質疑があるの

かないのか。 

 （「まだあります」の声あり） 

○委員長（小寺正人君） 

そしたら、しばらく続けたほうがいいです

ね。続けたほうがいいですか、そしたら続け

ましょうか。 

   （「はい」の声あり） 

○委員長（小寺正人君） 

はい。続けます。 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

手短にやらせてもらいます。 

説明資料 174ページをお願いします。 

ここはごみ収集事業ということでね、

9,200万何某の金額、なってます。 

日頃のね、ごみの回収とか本当に御苦労さ

までございます。 

以前何年か前にこの豊能町のごみ収集は私

たち東ときわ台は家の前にごみ出したらええ

よだけども、新光風台はなんか収集ボックス

まで歩いていかなあかん。同様に、あと旧村

地域全部はその収集ボックスまでなんか持っ

ていかなあかんというようなことで、やっぱ

り持っていくのが大変やというね高齢になっ

てきて、そういうふうな実例いうかそういう

話があって、一般質問で、ごみ収集のなんか

ね改善の話をさせてもらったことがあります

けども。やっぱりルートを変えるの大変やい

うのわかるんで、そういった意味では福祉部

門とかそういったところと協力をしていかな

あかん課題かなと思ってますが、実際その回

収ボックスまで持っていくのが大変やみたい

なそういうふうな声って実際上がってきたり

してるますかね、旧村地域とか特に。 

○委員長（小寺正人君） 

中井環境課長。 

○環境課長（中井 哲君） 

はい。環境課、中井です。 

旧村地域の方からですね、直接ちょっと私

はちょっとお伺いしたことはないんですけれ

ども、新光風台の自治会長さんのほうからは

ちょっとその件で御相談をいただいたことが

ございます。はい。 

新光風台ですと基本的に急な坂道があった

りするわけじゃなくて基本は割と平たんなと

ころかなと思うんですけれども、なかなかち

ょっとこうボックスを増やしたりというのは

ちょっと現状難しいですので、ちょっと中の

地域の中でちょっと御相談をしていただいて、

例えば、同じブロックだけれども、隣のブロ

ックのごみステーションであれば、割と近く

にあるというような方でしたら、そういった

ところの利用というのはできないかどうかな

ということで、その辺は自治会さんの中で御

相談していただければもう全然問題ございま

せんいうことでお伝えしたところなんです。 

ですので、今委員おっしゃるようにですね、

よく全国的に、今ちょっとそういったサービ

スですねそれはちょっとこう取り入れていか

れている自治体も増えてきているようですの

で、その辺はちょっと情報をちょっと集めな

がら、ちょっと今後の対応の課題といいます

か、いう形で認識をしているところでござい

ます。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 
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141 ページの公共住宅の管理なんですけど

も、さっき余野と吉川地区、昭和 29 年、建

てられたということですが、野間口のほうは

これ築何年になるのかということと、耐用年

数は大丈夫なのかってのがまず質問と、この

24万 8,000円ってのはどこにかけられてる予

算だったのかお尋ねします。 

○委員長（小寺正人君） 

臼井課長補佐。 

○都市計画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。今の御質問なんですけど、野間口住

宅が昭和 51年のＲＣ造になっております。 

耐震ということであれば、現在も住まわれ

てますんで問題ないと考えております。 

事業費の 24 万 8,000 円については町営住

宅敷地内の街灯の電気代や、あと吉川のほう

でちょっと漏水が、水道のほうの漏水があり

ましたので漏水の修繕、また野間口住宅の清

掃を消毒業務に委託した費用の分となります。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

吉川の漏水、吉川って住んでないですよね

確か。だけども借りてるっていう状況ですよ

ね。住んでないけど借りてると。そこでの漏

水も直す必要があったと。 

お尋ねします。 

○委員長（小寺正人君） 

臼井課長補佐。 

○都市計画課課長補佐（臼井信一郎君） 

水道の区分なんですけども、道路のほうで

漏れておれば水道局は直してくれます。ただ、

家側のほうでも二次側言いまして、凍結、冬

の場合使ってなくても凍結の場合は、その管

とか継ぎ目のほうが破損してしまいますので、

そちらからの漏水いうことで、修繕のほうし

ました。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

この住宅を利用している方は住宅困窮者、

というふうな位置づけになってるようなんで

すけども、これ多分前から出てると思います。 

余野にしても吉川にしてもそこに住まわれ

てる方、違った豊能町の住宅を用意して、そ

こに移ってもらって、ここの、要するに余野

とか吉川とか野間口にしても土地として活か

したらいいんじゃないかって質問出たと思い

ますけども、これはなぜ駄目だったのか、ご

めんなさい、無理なのかだけちょっとお尋ね

します。 

御本人たちが動きたくないということだっ

たのかな。それとも法的に無理だったのか、

そこだけお尋ねします。 

○委員長（小寺正人君） 

臼井課長補佐。 

○都市計画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。法的かどうかすいません、ちょっと

今私の段階ではわかりませんので、答えはで

きませんが、住民さん、吉川なんかそうなん

ですけども先ほども説明させていただいたと

おり、去年の３月に住宅の明渡しじゃないで

すけども、お話させていただいたり、今一番

近いところではこの前の７月に、また御家族

の方にお会いしまして、意向調査のほうは確

認させていただきました。 

ただ、家族のほうも実際住んでない状態で、

施設にも入ってはおられて、その所有者さん

ですねお母さんのほうにはお話していただい

てるんですけども、本人さんとしては、やは

りどうしてもお家のほうに帰ってきたい、そ

れを希望といいますか、夢にちょっとリハビ

リにも励んでるっていうようなことも言いま

すんで、なかなか、町からちょっと、引っ越

してくださいというなかなかちょっと強いこ

とは言えないんですが、ただうちとしても今
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年度で撤去といいますか解体のほうですね、

引っ越しじゃないですけど、更地のほうにし

たいというような意向はもう伝えて、来年以

降、撤去ということで進めていきたいという

ことで全てお話させていただいてるんで今年

度内にちょっと移動という形で、前に進めて

いる状態ではあります。 

以上となります。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

お仕事としても胸が傷んだりなんか大変か

と思いますが、よろしくお願いします。 

違う質問です。 

152 ページのシルバーのことなんですけど、

ここに 592 万 2,000 円、去年も同じ金額でう

ち 200 万円が特定財源となってますが、この

200 万円は 592 万、シルバー使うわけじゃな

くて返さなくちゃいけない。 

だから、シルバーのほうに、町として出る

お金は 392 万 2,000 円、これだと思いますが、

この理解でよろしかったかしら。 

○委員長（小寺正人君） 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

はい。農林商工課、井上です。 

委員おっしゃるとおりでございます。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

前から言ってるように、国としてはもう１

個別な補助金か何かそういう枠があったと思

いますので、なぜ言うかといえば、わざわざ

御丁寧に右のほうに財政状況が脆弱って書い

てますわね。厳しいんです、確かに。 

なぜ厳しかって言えばシルバーのほうが会

員さんが利用するトラックを買ったりね、そ

ういったものの経費なんかかかるから、やは

りこの運営ってのはなかなか、人が見ている

よりは簡単ではないっていうことと、ただ１

点、町の方針として確認したいのは、前いろ

んな人件費やらなんやらの問題で、シルバー、

大阪府のシルバー、府シルバーかな、のほう

で、別に独自にそこから離れた独自の動きを

したらいいんじゃないかみたいなとこまでの

声が出てたんですけど、今、町としてこのシ

ルバーに対してどういった思いを持ってんで

すか。 

今回ね、局長かな、ね、してくださいまし

たし、そういう意味ではちょっとカバーが大

分してくださってるなって思う感じるんです

けども。町としては、このシルバー、どうい

うふうな形を考えてらっしゃるのかお尋ねし

ます。 

○委員長（小寺正人君） 

中谷課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

シルバー人材センターのここ最近の決算の

ほうは、黒字に転じているというところで、

二、三年前ちょっと逼迫してて、ずっと赤字

が続いてて、補助金も上げてほしいという話

もありましたが、そこは今一時、職員さんに

無理かかっているところはあるとは思います

が、一時そこは回避されているような状況で

す。 

今年度につきましてもこの貸付金 200 万円

の枠あるんですけども、一応 100 万円ぐらい

でということで、そちらの借入のほう、町か

らの貸付のほうも、額はシルバーのほうから、

もう 200 万円は結構ですということで、その

運営自体は、今は改善されてる方向には行っ

ているのかなと思います。 

町としましては、やっぱり国の施策といい

ますか、高齢者の施策でもございますので、

ここは堅持はしていかなあかんかなと思いま

す。 

そういうような状況を、ここ二、三年の動
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きでも結構、変動があります。先ほどの永並

委員からもおっしゃられたように件数、受託

の件数も減ってるとかあります。 

そこら辺は、運営の内容とかも、十分、し

ばらくの間、注視しながら、脆弱は脆弱です。

まだ役場のほうも、やっぱり貸付せなあかん

ような状況は、減ったとはいえ、続けていか

なければならないところは続けていくところ

でございますので、しっかりそこはシルバー

さんと、必要であれば協議はさせていただい

て、そこは支援、しっかりとさしていただく

ような考えではおります。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

いみじくもおっしゃったように職員の人件

費、かなり無理してます。 

そういった中で何とか続けていこうとして

頑張ってます。 

前はお金が足りなくなると本当職員がね立

替て何百万、何百万とは言わんわね、100 万

単位のお金を立替たりなんかしてやってまし

たし、いろんな意味での利債やらなんやらそ

ういったものは減ってきて、赤字は免れたっ

てのは何よりだと思うんですけどね。 

ただ、おっしゃったようにこれ豊能町の高

齢化にも、高齢者の生きがいや、それから生

きがいどころじゃなくて生活にも関わってる

人が結構いるんですね。 

そういった意味でも仕事はもっとあったら

いいなと思うし、逆に言えば、このシルバー

に入ってもやっぱり仕事がないと、それでや

めちゃう方も現実いらっしゃるので、町のほ

うとしても、何かの形で、仕事はシルバーに

行けるような回せるような仕事をね、ぜひつ

くっていただきたいなと。 

それに関しましては、この場じゃなくて、

こういったものはどうかああいったものはど

うかっていう形で、また提案させていただき

たいと思いますけど。いかがですか。 

私はこの春の総会のシルバーの総会の町長

の御挨拶、なかなか期待しておりますシルバ

ーに対する。ですから、もう今後ね、うまく

回っていくんじゃないかなと思ってますので、

そういった意味からもお願いしたいと思いま

すが、いかがですか。 

○委員長（小寺正人君） 

上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

はい。上浦でございます。 

シルバー人材センターなんですけれども、

今課長が申しましたようにですね、私ども町

としては、高齢化率が 49．何％というよう

な町でございますので、高齢者の方々の生き

がいづくりの一つにもなっていると私は思っ

ております。 

今委員がいみじくもおっしゃいましたけど

も、生活していくうえでのですね一つのツー

ルということにもなってございますので、シ

ルバー人材センターにつきましてはですね、

これからもですねしっかりと、国の施策とい

うこともあって、その中でですねお支えをし

ていくというのは、変わりのないところだと

思います。 

それから、ニーズといいますか就労の場所

づくりをどうしていくかということなんです

けども、公共のほうでというような今のお話

だと思いますけれども公共のほうでもですね

お願いできるところがありましたら、そこは

見積をとらせていただいてシルバーさんのほ

うが、我々としては、お願いしやすいという

ようなことでしたら、シルバーさんにぜひと

もお願いしたいですし、そこは見積合わせの

中の世界だと私は思ってございます。 

よろしくお願いします。 

○委員長（小寺正人君） 

質疑、もうございませんですか。 

それでは、暫時休憩いたします。 
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  午後からは、179 ページから、こども未来

部として、よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○委員長（小寺正人君） 

  じゃあ、再開は 13 時 10 分からといたしま

す。 

（午後０時 19分 休憩） 

（午後１時 10分 再開） 

○委員長（小寺正人君） 

それでは、会議を再開いたします。 

臼井課長補佐。 

○都市計画課課長補佐（臼井信一郎君） 

都市計画課の臼井です。 

先ほど秋元委員より御質問のありました花

いっぱい運動事業についてですが、全体の活

動か所数については 40 か所、うち 35 か所が

今、活動をしている場所となります。 

全体で 88％、約 90％が稼働してるんです

が、残り５か所については、今停止状態であ

ります。 

その停止っていうことで、今、ほかの団体

さんや個人で新規で、団体の活動のほうに参

加したいという方に、あっせんしている状態

ではあります。 

そのほかなんですけども、郵便局、新光風

台郵便局の前、委員さんから言いました花壇

ではないかと言うたところなんですけども、

そちらについては花壇ではなかったです。 

光風台駅前のロータリーのほうなんですけ

ども、ロータリーのほうについては、愛花会

の団体さんのほうが今管理している状態です。 

通路についても同じく、愛花会のほうが管

理している状態ではあります。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

質疑ありますか。 

  はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

５か所動いてないで、動いてるとこ 35 を

確認したいんですが、この中には豊能町の駅

前の広いところも入ってんですね。これ愛花

会が管理してるっていうことは、枝おろしと

かああいうのも愛花会がやることなるんです

か。まず１点。 

それと、手前のほうのバス停に沿ったとこ

も、いやあそこも花いっぱい運動の場所です

と。35 か所の１か所ですと。そこも愛花会

がやってますっていう答弁だったのかな。 

この二つまず確認します。 

○委員長（小寺正人君） 

  臼井課長補佐。 

○都市計画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。ときわ台駅前のロータリーなんです

けどもそちらのほうも愛花会です。 

それで、今言う光風台の駅前のほうも愛花

会が管理しております。 

郵便局、新光風台の郵便局も、裏のほうは

花壇ではないんですが前の歩道のほうについ

ては、愛花会のほうが管理とあと一部におい

てはうちのほうが除草とか清掃のほうはして

ます。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

まず、愛花会が管理してる光風台ですよ、

光風台駅前の広い広いとこ大きいところはサ

ルスベリが大きくなってて、こっちになんか、

もう下のほうに這っているようなのがありま

す。 

これは愛花会が整備することになっている

んですかボランティアで。じゃなくて町の手

は入らないんですか。無理なんですか。ここ

を愛花会ときちっと話していただきたい。 

あんまりも見苦しいし、雑草も生えてる。

手前の光風台の駅の階段沿って要するにバス

停ですね、バス停の並んでる屋根の下、あり

ますね。あそこも花いっぱいなんですね。 

そこは、さっき触れましたように、ドクダ
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ミがはびこりつつあります。飛んできたサル

スベリが大きくなりつつあります。 

これらをどうするかということも、これも

ちゃんと愛花会と話していただきたい、お願

いします。 

愛花会のボランティアの手だけでやるには

ちょっと無理があると思いますので、お願い

したい。 

もう１個言った郵便局の裏は、山からの多

分土留めかなんかなんでしょうけど、前とい

うのは、サツキか何かの花壇かと思うけど、

そこのことをおっしゃってるのかな。 

お願いします。 

○委員長（小寺正人君） 

臼井課長補佐。 

○都市計画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。先ほどのときわ台駅前もそうなんで

すけども光風台の駅前のロータリー、あちら

のほうも、愛花会の個人さんがちょっと管理

されてるみたいです。はい。愛花会の団体の

中のお一人が、はい。そちらの方とも、委員

おっしゃられたように大きな木とか、竹がな

かなか長くなっている木あります。そちらの

ほうについてもお話はさせていただいている

状態ではあるんですが、なかなかちょっと切

っていただけない言うたらおかしいんですけ

ども、花を愛されてる方で、木とか花とかい

っぱいあるんですけど、はい。なかなか切っ

ていただけない。ただ、通行上支障があった

り見通しが悪いというところで、うちのほう

は、お話はずっとさせていただいている状態

ではあります。ただ、今言ったようにロータ

リですんで、通行上どうしても危ないという

ことであればうちのほうが剪定みたいな形で

入っていく形にはなります。 

もう一つ郵便局の裏なんですけども、そち

らのほうは法面で花壇とかではなく、今、前

って言われましたけれども、前のほうは愛花

会ともう一つ郵便局のほうが、管理いう形で

ちょっと手を入れていっていただいている状

態ではあります。 

以上であります。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

ほかのとこはねこれから話してくださると

思いますが、駅前のロータリーが個人が手入

れして、その人は切るの嫌がってるってなこ

とがありますか、本当に見た目の問題だし、

生い茂ってますよ。 

これよろしくお願い、何とも言いようがな

いですわ。 

だってね、住民も、豊能町の町民のための

花いっぱいしましょうという、そういう中で

今の答弁というのは、ええって感じなんで、

これはちょっといろいろあるのかもしれませ

んけど、よろしくお願いしますというか、本

当に花いっぱいの趣旨を生かしていただきた

いということで、質問を終わります。 

○委員長（小寺正人君） 

ほかに質疑ございませんか。 

ないようですので、入替します。 

次に、成果報告書の 179 ページから 223 ペ

ージまでのこども未来部（教育総務課・義務

教育課・こども育成課・生涯学習課）が所管

する事業について御説明願います。 

順次説明を。 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課の住原です。 

それでは、教育費の中の教育総務課の主な

事業と主な取組について御説明いたします。 

着座にて説明させていただきます。 

それでは、決算書は 169 ページ、主要施策

成果報告書は 181ページを御覧ください。 

学校園管理事業でございます。 

構成事務事業の三つ目、学校給食食器類等

購入事業 368 万 5,000 円でございますが、今
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年度４月から学校再編整備に伴い、光風台小

学校に吉川中学校が移転しております。 

吉川中学校の生徒も光風台小学校の給食場

で調理した自校式給食を食べることになりま

すので、中学生の食器等及び厨房機器、ガス

回転釜を購入したものでございます。 

なお、この購入いたしました食器と厨房機

器につきましては、令和８年４月に開校する

新しい義務教育学校で使用することを考えて

おります。 

続きまして決算書は 175 ページ、主要施策

成果報告書は 184ページを御覧ください。 

小中一貫校施設整備事業でございます。 

これは現在進めております小中一貫校、義

務教育学校整備事業に伴う基本設計及び実施

設計の委託料でございます。 

その令和５年度分の出来高分として支払っ

た金額 2,349万 9,000円でございます。 

続きまして決算書は 177 ページ、主要施策

成果報告書は 186ページを御覧ください。 

小学校管理事業でございます。 

構成事務事業の二つ目、光風台小学校改修

事業 814 万 3,000 円でございますが、本町の

学校再編事業を進める中で、令和６年度、７

年度に吉川中学校は小学校の校舎で学習する

ための改修及び備品等の運搬に要した引越費

用の経費でございます。 

決算書に繰越明許費として 4,876 万 9,000

円、記載がございますが、これは校舎、体育

館及びテニスコート整備に係る費用として、

昨年度補正予算計上しておりまして、３月議

会において繰越明許の御承認をいただいてお

るものでございます。 

構成事務事業三つ目、小学校給食食材高騰

分補助事業 169万 1,000 円でございます。 

物価高騰が長引く中でも、物価高騰分を町

が負担することにより、保護者の給食費負担

分に影響を与えることがなく、栄養価を十分

担保した給食の提供を行うために、一食当た

り 20円の補助をする事業でございます。 

続きまして決算書は 181 ページ、主要施策

成果報告書は 192ページを御覧ください。 

中学校管理事業でございます。 

構成事務事業の二つ目、中学校給食費支援

事業 1,455 万 7,000 円でございますが、子育

て施策の一環として中学校給食の無償化を実

施することに要した費用でございます。 

構成事務事業の三つ目、中学校給食食材高

騰分補助事業 107 万 2,000 円でございますが、

こちらは先ほど申しました小学校給食食材高

騰分補助事業と同じく、中学校給食に係る事

業でございます。 

構成事務事業の四つ目、中学校給食費補助

事業 35 万 8,000 円でございますが、これは

東能勢小学校の５、６年生が、東能勢中学校

でデリバリー給食を食べていますが、そのデ

リバリー給食と自校式給食の差額を補填する

ものでございます。 

以上が教育総務課の所管する主な内容でご

ざいます。 

○委員長（小寺正人君） 

大石課長補佐。 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

義務教育課の大石です。 

着座にて御説明いたします。 

それでは、私は、義務教育課の所管事業の

うち、主なものを御説明させていただきます。 

決算書 171 ページ、主要施策成果報告書

198ページを御覧ください。 

事業評価・主要施策報告書、大事業、学校

教育充実事業のうち、小事業５のＧＩＧＡス

クール教育支援システム配備事業につきまし

ては、一人１台配布した端末による学習環境

を実現するため、オンライン配信ソフトを利

用した授業などタブレット端末で実施するた

めに必須となる教育支援システムを整備する

もので、全額システム使用の物件使用料です。 

次に小事業九つ目、ことばの力向上推進事
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業につきましては、町内在住の中学校１年生

から３年生を対象に、町内各学校等で英語検

定を実施したものです。 

事業費としましては、実用英語技能検定受

験料の補助、検定補助員の謝礼が主なもので

す。 

本町内の中学生に対し、学びに対する意欲

の醸成を図ることを目的とし、町内で受験で

きる環境を整えたものです。 

続きまして、決算書 173 ページ、主要施策

成果報告書 202ページを御覧ください。 

事業評価・主要施策報告書、大事業、児童

生徒健全育成充実事業のうち、小事業二つ目、

色覚検査表購入事業につきましては、色覚検

査表に色あせ等の変色が見られたため、新規

に購入したものです。 

文部科学省の児童生徒の健康診断マニュア

ルでは、検査表は変色があると正確な検査結

果が得られないため、５年程度で更新するこ

とが望ましいとされています。 

学校で使用されている検査表は、2,016 年

７月に購入しており、５年以上経過していま

したので、新規に購入をしました。 

続きまして、決算書 175 ページ、主要施策

成果報告書 203ページを御覧ください。 

事業評価・主要施策報告書、大事業、保幼

小中一貫教育推進事業のうち、小事業の二つ

目、校歌・校章等作成事業につきましては、

令和８年４月に開校予定の豊能町立とよの東

学園（仮称）、豊能町立とよの西学園（仮称）

の２校の校章作成に関する事業となります。 

学校のシンボルである校章の作成に当たっ

ては、開校準備委員会と総務部会で協議をし、

広く募集をして作成することとしました。 

応募された作品の中には、手書きやデジタ

ル化の作品があり、選定する際の様式を統一

するため、作品の補正とデジタル化を行った

費用となっております。 

義務教育課の所管事業の主なものにつきま

しては以上となります。 

○委員長（小寺正人君） 

髙田育成課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課の髙田です。 

着座にて御説明いたします。 

こども育成課所管事業につきまして、昨年

度と変更のある主な事業を御説明いたします。 

決算書 119 ページ、主要施策成果報告書

204ページを御覧ください。 

  大事業、吉川保育所運営事業、構成事務事

業３、使用済みおむつ回収事業につきまして

は、使用済み紙おむつを吉川保育所において

回収処分するための機器等を導入することに

よりおむつ持ち帰りに伴う保護者や職員の負

担軽減を図りました。 

事業費 130 万 1,000 円の内訳は、おむつ処

理機２台及び関係備品の購入に係る費用が

101 万 6,000 円、おむつのパックフィルムが

約 19万 4,000円でございます。 

この事業では歳入として、保育対策総合支

援事業費補助金を充当しています。 

次に、決算書 125 ページ、主要施策成果報

告書 210ページを御覧ください。 

大事業、ふたば園運営事業、構成事務事業

３、ふたば園園児送迎事業につきましては、

ふたば園の園児送迎に使用するため、10 人

乗り普通自動車１台を購入したものです。 

事業費総額の内訳には、車両本体、園児置

き去り防止装置、チャイルドシートの購入費

用等を含んでいます。 

この事業では歳入として、保育対策総合支

援事業費補助金を充当しています。 

同じく構成事務事業４、使用済みおむつ回

収事業につきましては、吉川保育所と同様に、

使用済み紙おむつを回収処分するための機器

等の設置を行ったものです。 

事業費 75 万 8,000 円の内訳は、おむつ処

理機１台及び関係備品の購入に係る費用が
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67万 1,000円、おむつパックフィルムが８万

7,000円でございます。 

この事業では歳入として、保育対策総合支

援事業費補助金を充当しています。 

こども育成課所管事業については以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

はい。生涯学習課、大森です。 

着座にて失礼いたします。 

私のほうからは生涯学習課関連部分につき

まして、新規事業や前年度から大きな変更の

ありました事業を中心に御説明させていただ

きます。 

まず、決算書 197 ページ、主要施策報告書

215ページを御覧ください。 

ユーベルホール管理事業のうち、事務事業

の二つ目、ユーベルホール改修事業ですが、

設備点検において指摘を受けました誘導灯設

備３台の取替を行ったものです。 

こちらにつきましては、令和４年度からの

事故繰越となっております。 

同じく、ユーベルホール管理事業の三つ目、

ユーベルホール空調設備改修事業ですが、不

具合の生じた空調設備の自動抽気装置の取替

及び伝熱管内の洗浄作業を実施したものにな

っております。 

続きまして決算書 201 ページ、主要施策報

告書 220 ページのシートス管理事業を御覧く

ださい。 

事務事業の二つ目、シートス改修事業です

が、幼児用プールのろ過ポンプが運転不能と

なり、浄化や殺菌ができなくなったため、ポ

ンプの取替とともに不具合を生じているろ過

装置の圧縮機の取替を予備費を充当して行っ

たものとなっております。 

続きまして決算書 195 ページ、主要施策報

告書 222ページを御覧ください。 

図書館運営事業の五つ目、子育て初めて絵

本貸出事業ですが、子育て世帯に司書がお勧

めする絵本を数冊セットにして長期貸出する

ため、セット絵本を購入したものとなってお

ります。 

説明は以上となります。 

御審査賜りますようよろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（小寺正人君） 

これより質疑を行います。 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

説明資料の 181ページです。 

この右側のページになりますかね、３番主

な成果ってありまして、小中学校幼稚園樹木

剪定・伐採等業務というようなことで、125

万 5,000 円飛び 33 円という金額が書かれて

ございますが、これはどちらの学校、また幼

稚園なのでしょうか。 

○委員長（小寺正人君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課、住原です。 

こちらにつきましては、豊能町の町立の小

中学校、園となっております。 

シルバー人材センターのほうに委託して事

業を進めております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

どこの小学校ですか、中学校ですか、もう

全ての小学校四つと中学校が二つと、あと幼

稚園が１個あるんかな。 

それ全部それぞれ何か切ってますというこ

とですか。 

○委員長（小寺正人君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課、住原です。 
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基本的には、こちら書いてございますけど

も、樹木剪定・伐採等業務ということで、全

小・中学校等をお願いしていますけども、そ

の中で、学校の要望とか聞きながら、この木

は切りますとかこの木切りませんとかいうよ

うな形でその年度によって変えておりますし、

またですね、臨時突発的にですね、光風台小

学校の法面等の枯れた松とかがありましたら、

そちらのほうを伐採したり、各所園で各小中

学校で不具合な樹木がございましたらこちら

シルバー人材センターではなくて、委託とし

て、伐採の業務をさせていただいております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

いいですか。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

管野です。 

222ページの図書館運営事業です。 

図書館を一緒に議会と一緒に視察をしたと

いうこともあって、伊万里市民図書館をすご

く参考にっていうか、独自色も出してやって

いらっしゃると思います。 

今でも９月はアルツハイマーデーがありま

すので、その特集やったり、９月１日自殺が

多いと言えば、しんどい子どもたちのために

本をチョイスされて展示もされていて、すご

くうまく運営されていると思うんですが、１

点、ここには書いてないんですけれども、オ

ンザ図書館というのをされました。 

図書館でそういうことをやっていいのかな

というのがちょっと思ったんですけども、そ

の費用は、多分無償で人呼びはったと思いま

すけどここには入っているんですか。 

○委員長（小寺正人君） 

藤木主幹。 

○生涯学習課主幹（藤木裕美君） 

生涯学習課、藤木です。お答えいたします。 

オンザ図書館の催しに関しては、おっしゃ

るとおり全部ボランティアでお願いしており

ました。よろしいでしょう。 

音楽に関しては、まず、図書館は静かなと

ころという解釈で考えが一つ、でも人々が繋

がるっていうところで最近は居場所であった

り賑わいというようなことも考えられます。 

豊能の場合は、生涯学習課施設が近くにあ

り、図書館の下にユーベルホールがあります

ので、音楽の本来の催しをするべき場所があ

りますので、そこのところは考えましたが、

課内で検討協議をし、まず図書館では、わざ

わざチケットを買ってまでちょっと行くのは、

だけどちょっと興味があるっていうような、

初心者の方にまず音楽ってすばらしいって体

験をしていただいて、好きになったらチケッ

ト買ってユーベルに行っていただくっていう

考えで、ユーベルの館長等々も、話をして進

めてきました。 

館内で音を出してっていうのはまずやって

みて、皆さん御利用者の方の御意見も募ろう

と思いましたが、お叱りを受けることはなく、

皆さん、すごくよかったと。 

最初のうちは、図書館隅のほうで、普段子

どものおはなし会をする場所で行いました。 

試験的にやっていって、大丈夫っていうこ

とがわかり、音の響きの具合もあるんですが、

場所を変えて、ギャラリーのほうでやってみ

ました。そこでもよかったって言って大丈夫

だったっていうところで、愛のコンサートの

ときには図書館の中央部分で椅子を置いて、

はい、するっていうことができました。 

でもそれは皆さん御利用者の方の御理解と、

音楽奏でていただく演奏の方の御尽力があっ

てこそできたことですので、今年度はまだ実

施できていないんですけど、細く長くやって

いきたいと思っております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 
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○委員（管野英美子君） 

無償で人を使うのがとても上手だなと思う

んです、私どもの夢ラボもそうなんですね。 

図書館の利用者が箕面森町の方が増えてき

た、ときわ台よりも多いっていうのは以前聞

いたことあるんですけれどね。 

やっぱりお金のことであって、豊能町の税

金で買っている本を箕面森町の子が読むって

いうのちょっと狭い心でね、ちょっと、あか

んちゃうちゃうかなと思いますけれど、その

お返しのために私は箕面市電子図書館を入れ

てて今ちょっと雑誌を読んでるんですけど、

その利用者は何人ぐらいいらっしゃるんです

か。 

○委員長（小寺正人君） 

藤木主幹。 

○生涯学習課主幹（藤木裕美君） 

はい。生涯学習課、藤木です。お答えいた

します。 

電子図書館の実際的な令和５年度の統計に

ついては箕面からまだいただいてないんです

が、一つ前の年度でしたら、全体の７％ぐら

いの御利用っていうふうになっております。 

箕面市全体の電子図書館の御利用の７％ぐら

いです。数値にしますと、約 120 人の方が使

われていたというところでした。 

令和５年度の前期だけでしたら 20 人ぐら

いだったんですけれども、予約して使ってい

る方もいらっしゃるということを伺っており

ますので、はい、そこそこ使われている、便

利と思われてるっていう方は継続して御利用

いただいているかと思います。 

一つ箕面市と協定のところで、お話をさせ

ていただきますと、新館の本でありますとか

は、通常、自治体内で利用、提供するのは、

公共図書館主としておりますが、箕面市につ

いては、豊能との提携により、新館の本でも

豊能町民に提供していただいており、はい、

令和５年度については、年間で 954 冊の本を

箕面市から借り受けて、図書館サービスをし

ております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

今の関連になりますが今電子図書の話で質

問されてましたが、実際この、３の主な実績

数値の中に、貸出人数とか貸出冊数とか書い

てございますが、実際、これは町民以外の町

外の方の数も多分入ってるんかなと思います

が、実際のところはどうなんすか、豊能町で

いくとこんな数字になります。 

それで他市言うんかね、豊能町以外の方は

こんだけの人数ですから貸出冊数はこんだけ

ですみたいなそんな数値はあるんですか。 

○委員長（小寺正人君） 

  藤木主幹。 

○生涯学習課主幹（藤木裕美君） 

生涯学習課、藤木です。お答えいたします。 

貸出年度の統計の中に、当然、他自治体の

広域サービスの方も入っております。 

各自治体の御利用者が何人で何冊っていう

統計は出しております。はい。 

今箕面市の御利用について数値を申し上げ

ればよろしいですか。 

○委員長（小寺正人君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。すんません。 

これ多分全部トータルの数字で今書いてい

ただいてるんかなと思いますが、豊能町の数

字でいくとこういう数字、箕面だけに捉われ

んとでもええと思いますが、それ以外の地域

の方は何人とか何冊とかいうのがわかるんや

ったらちょっと説明いただけますか 

○委員長（小寺正人君） 

  藤木主幹。 
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○生涯学習課主幹（藤木裕美君） 

藤木です。 

令和５年度に箕面市の方、貸出は３万

2,744冊。豊中市の方が 61冊、池田市の方が

448 冊、能勢町が 2,213 冊、吹田市が 129 冊、 

高槻市 14 冊っていうのが広域の御利用の中

で統計が出ております。 

プラス川西、７市３町以外で協定を結んで

おります川西の方が 2,888 冊、合計すると３

万 8,497 冊という冊数が貸出トータルのうち

に含まれております。 

  以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

あとその同じような感じでいくと貸出人数

っていうところも多分これトータルの数字じ

ゃ思うんでその辺り、ほかの地域の方どんだ

け御利用いただいているのかわかる範囲でま

たお願いします。 

○委員長（小寺正人君） 

藤木主幹。 

○生涯学習課主幹（藤木裕美君） 

藤木です。お答えいたします。 

貸出人数の推移に関しましては、令和５年

度、箕面市 7,357 人、豊中市 27 人、池田市

69 人、能勢町 780 人、吹田市 17 人、高槻市

２人、川西市が 763 人、合計して 9,000 飛ん

で 15人という統計になってございます。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

人数的に今の数字でいきますと、町外が１

万人ということなので６分の１ぐらいは町外

の方が御利用いうか御活用いただいてるんか

なというふうに思いました。 

あともう１個の質問がね。町民一人当たり

の貸出冊数 10.57 冊というのはあくまでもそ

の今言うてる、豊能町だけでの人数と豊能町

の方が借りられた貸出の数、それの割算で出

しているというふうに考えておいたらいいん

ですね、ここの数値は。 

○委員長（小寺正人君） 

藤木主幹。 

○生涯学習課主幹（藤木裕美君） 

藤木です。お答えいたします。 

団体の数値とかをきれいに排除して計算さ

れているかというとちょっと自信がないんで

すけれども、はい。町民の在住、在勤の方も

ありますので、はい。統計が精査しているか

はちょっと自信がございませんが公表してい

る数値はこれとなっております。 

○委員長（小寺正人君） 

吉田副委員長。 

○副委員長（吉田正子君） 

５番の子育て始めて絵本の貸出っていうの

を行われてるんですけれども、それは、セッ

トでされて長期とさっき言われた、御説明あ

ったんですけども、その歳とかそうそういう

のを考えてセットにされているのか。 

どういうふうな基準でセットにされている

のかお伺いします。 

○委員長（小寺正人君） 

藤木主幹。 

○生涯学習課主幹（藤木裕美君） 

生涯学習課、藤木です。お答えいたします。 

図書館の職員が選んでつくりました絵本大

好きという冊子がございます。 

令和５年の３月にはもっとというので、最

初の冊子に選ばれなかったもの昔話とかを中

心に第２弾をつくりました。 

図書館がお勧めするものをこのリストの中

から選びまして、セットにしております。 

通常、人気の絵本、読み継がれているもの

は、図書館に来館した折に貸出中でいつも手

にとれないというような状況がありますので、

あえて別枠のセットをつくっておりまして、

なかなか子育て中の方はまめに図書館に来館
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するのも難しいということで４週間設定にし

ております。 

内容なんですけれども、初めてでやってい

ただく赤ちゃん絵本を中心に、又は御兄弟の

方もいらっしゃるので、赤ちゃんばっかりで

はなく、音を楽しむものであるとか少し物語

のあるものもセットにしてつくっております。 

一番最初につくりました絵本大好きのこち

らの赤いものは、年齢とか季節ですが、後ほ

どつくりましたもっと絵本大好きっていうも

のは、長いお話が多ございます。 

それから年齢に問わず、はい、使っていた

できるようなセットにしております。 

セットについては、合計 28 種類、掛ける

二つずつですので、全部で 56 セット用意し

ております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

引き続き図書館関係の質問させてもらいま

す。この説明資料の 223 ページをお願いいた

します。 

ちょっとここ気になった、文言がありまし

た。右側のページの一番最後の項目、６番で

すね。改善の方向性というところの中に、空

調設備の稼働に係る費用の削減にまず努力を

ね、はしてきたみたこと書いてありますけど

でも、結局的にはそう難しいなあというふう

なことが書かれてあるように思いますが、こ

の辺り、どうなんでしょう。 

必要なもんであったら、そういう空調必要

な部分使わないかんのかなと思ったりもする

んです。 

その辺りはどんなふうに思われてるんでし

ょうか。 

○委員長（小寺正人君） 

藤木主幹。 

○生涯学習課主幹（藤木裕美君） 

はい。生涯学習課主幹、藤木です。 

お答えいたします。 

空調の設備に関しては昭和 60 年の建物で

老朽化しております。一部分、直していただ

きましたのでよく冷えておるんですけれども、

クールスポットとして公共施設、この猛暑の

中で言われているので、温度設定は 28 度よ

りも低くさせていただいておりますが、でも

やはり予算が限られておりますので今後のこ

と、公共施設再編までどうやっても持つかと

いうところは、はい、老朽化して部分で傷ん

でるところもありますので悩ましいというと

ころで、これ以上、削減は難しいなというの

で、ここ出させていただいております。 

だから今後という今の対策っていうのは、

機械以外の緑のカーテンであるとかそういう

ことをいろいろ工夫しないといけないかなと

は思うんですけれども、はい。なかなか難し

い状況というのをここに書かせていただいて

おります。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川委員。 

わかりました。そんなね非常に苦労されて

んねんなあというふうなところをこの文章を

見て思った次第なんですけども。 

確かに、公共施設再編というね、そういう

ことができるならばね、そこまで何とか頑張

っていけるもんやったら、お願いしたいなと

思いますけども、この辺り、町長なんかも状

況は御存じなんですよね。 

今のお話、状況。 

○委員長（小寺正人君） 

上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

はい。上浦でございます。 

空調の管理のところまでは私は存じており
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ませんでした。はい。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

公共施設再編まであと何年かかるかわかり

ませんけどもそれまでの間ほんまに我慢でき

るかどうかわからへんので、その辺りをしっ

かりと必要なものは言うていったほうがええ

んかもしれないかなと思いましたんで、よろ

しくお願いいたします。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

ほかに。管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

ちょっと図書館から外れます。 

212 ページの青少年健全育成事業の中の右

側のページの夏休みこども講座、５回で延べ

69 名なんですが、これが多いか少ないかわ

かりませんが、この活動を受けて、今年はゼ

ロだということです。 

子どもたちすごく楽しみにしていたのに、

っていうことなんでこの数字が低いからもう

やめてしまったということでしょうか。 

○委員長（小寺正人君） 

中谷課長。 

○生涯学習課長（中谷 匠君） 

はい。生涯学習課、中谷です。 

これ、５年度につきましては、こちらの夏

休みこども講座を実施しておりました。 

今ちょっと決算ではないんですけど今年度

につきましては、今回、生涯学習課としての

夏休みこども講座というのは実施をちょっと

見送らさせていただいてます。 

といいますのも、こちらの事業につきまし

て、やはりいろんなところで同様な事業が展

開されているということと、図書館におきま

しても、夏休みに同様の事業を今までから行

っておったということで、結構子どもの数も

減少しておりまして、子どもの取り合いとい

うことではないんですけど、お互いにもう人

数が少なくなっていくというようなこともあ

りますのと、あと、生涯学習課の職員が、図

書館のほうに手伝いを行ってという連携をと

るということで、今回、夏休みこども講座を

生涯学習課では行わず、図書館と一緒に行う

ような形をとらさしていただいております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

この令和５年度バスで見学会もやらなかっ

たんですか、この令和５年度。 

○委員長（小寺正人君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

生涯学習課の大森です。 

令和５年度につきましては、バスでも講座

のほうも実施させていただきましたが、今後

につきましてはまた検討させていただきたい

と思っております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

子ども取り合っているんですけど、今後も

バスで行くとき、結構 35 人いっぱいで行か

はると思うんですね、化石掘りに行ったり、

漂流見に行ったりしたのかな。 

それも検討する、この令和５年度は盛況で

はなかったんですか。 

○委員長（小寺正人君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

生涯学習課、大森です。 

昨年度につきましては 20 名募集させてい

ただきまして、来られた児童数が 18 名でご

ざいました。 

以上です。 
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○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

これは地域の活動も私も感じたことはあり

ます。サッカーや野球をやってるからその日

行かれへんねんと言われたことありますので、

お互い横でもう少し情報共有したほうがいい

ですね、いつに何があるっていうの。それは

私も気をつけたいと思います。 

次の質問なんですけれど、２番目のマルの

ところで、青少年体力推進事業、シートスの

プールの無料券を配布されているんですが、

これなぜ西公民館に取りに行くんですか。 

例えば新光風台の人ね、西公民館に券取り

に行ってシートスは新光風台にあるって言っ

て自転車で子ども走ってた見たことあるんで

すけど、これ学校で配ったらいいんじゃない

んですか。 

○委員長（小寺正人君） 

中谷課長。 

○生涯学習課長（中谷 匠君） 

はい。生涯学習課、中谷です。 

一応こちらの件につきましては、プールを

利用できるということで、金券に近いものと

いう認識をしておりまして、もし学校で配る

となりますと、全児童生徒に配布するとなり

ますと、あってはならないんですけど、児童

同士で、あまり使わないからということで、

渡したりというようなことも考えられますの

で、以前から、生涯学習課のほうで同様の児

童が配布されてないかとかいうのを確認しな

がら、配布しているということで、西公民館

のほうで、東は中央公民館ということで、ど

こかの場所で拠点で交付しているという形を

とっております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

この費用は幾らかかっているんですか。こ

れ掛け算したらいいのかもしれませんしそれ

にそれでもシートスでチェックはしていただ

けないんですか、新光風台の人が西公に取り

に行ってまたシートスへ泳ぎに行くっていう、

その、そこんところ私は理解ができないんで

すけど。 

金額をお答えください。 

○委員長（小寺正人君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

はい。生涯学習課、大森です。 

昨年度につきましては、こちらからシート

スのほうにお支払いしたのが 10万飛び 2,080

円となっております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

中谷課長。 

○生涯学習課長（中谷 匠君） 

はい。生涯学習課、中谷です。 

今までずっと西公民館のほうでやっており

まして、シートスでという声はそこまでこち

らには届いてないんですけど、一番今懸念事

項としてありますのが、やはり対象者の把握

といいますか、確認作業ということで、２か

所で行うことがちょっと可能かどうかという

ところで、１か所のほうが確認がしやすいと

いうことでそのようにさせていただいており

ます。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

簡単なことだと思うんですけどね、学期末

には懇談あるでしょう。１学期の懇談のあと

に親に渡すとかね。 

ほかに方法があると思うんでこれ今から結

論出ないんで結構ですけど、検討していただ

きたいなと思います。 
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続いて 210 ページのふたば園のバスのこと

なんですけれど、令和５年５月の教育委員会

で対象者が３人、令和５年９月に条例の規則

制定を教育委員会でされました。 

10 月にアンケートをとって、１月に利用

者を選定、そういう進め方でやってこられて、

なぜ今誰も乗らないんですか。 

○委員長（小寺正人君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課の髙田です。 

お答えいたします。 

バス運行に係る経緯は、今、委員のおっし

ゃったとおりでございますが、最終、令和６

年の１月に、保護者に対して、バス利用申請

の受付の開始をお知らせいたしました。 

条件に該当すると思われる全ての保護者に

対し、ふたば園から直接利用の意向を確認い

たしました。この全ての保護者の中には、10

月の実施のアンケートの回答で、利用しない

と回答した方も含めまして、お尋ねしました

けども、結果的には利用者がなかったという

状況でございます。 

利用するとしていた方もそうですし利用し

ないといったような方も、最終的に利用され

ない理由といたしましては、私が聞いている

ところでは、例えば費用の面であるとか、あ

るいは、朝、決まった時間に登園するのが難

しいという方がいらっしゃる。それぞれ御家

庭の事情があるのかなというふうに考えてお

ります。 

以上でございます。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

税金でバス買うんですよ、いい加減にして

くださいと思います。 

このあと今は何に使ってらっしゃるんです

か。 

○委員長（小寺正人君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課の髙田です。 

今現状といたしましては、ふたば園の行事

等における送迎と、これは不定期でございま

すが、あるいは一部公用車として利用してい

る状況でございます。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

公用車で使おうとしているんだったら、毎

日あそこに止まっている、とよのん号でもよ

かったじゃないですか。子どもの送迎。 

それと、私が漏れ伺ったところでは保育所

部の人が使えると思ったみたいなことを聞い

たことがあるんですね。５時に運行してくれ

ると思ったということ最近になって聞いたん

ですけど、そういう説明はなかったですね。 

○委員長（小寺正人君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

こども育成課の髙田です。 

当初、去年の８月、ごめんなさい、失礼し

ました。10 月ですね、通園バスの利用のア

ンケートを実施した際の条件でございますが、

一つは幼稚園部に在籍して希望ケ丘を除く東

地区に在住の方、もう一つが保育所部に在籍

し希望ケ丘を除く東地区在住の方で９時登園

午後２時降園のバス利用が可能な方、という

ことでアンケートをさせていただいておりま

す。 

この条件については、今年の１月に再度、

利用意向を確認したときにも変更はしており

ません。 

以上でございます。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 
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○委員（秋元美智子君） 

今の件なんですけども、あそこバス購入し

たものの、結局使われてないということで、

６月議会取上げてそのあとに、国保診療所の

ほうの送迎に使えないかということを確か６

月議会で出しました。 

そのあと担当者のほうお伺いして、双方で

話し合っていただきたいと、教育委員会とそ

れと福祉のほうで、両方で何か話し合ってバ

ス活用できないかっていう方向で考えていた

だきたいということをお願いしたんだけども、

そのあとその形での話合いは進んでますか。 

○委員長（小寺正人君） 

仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

こんにちは。こども未来部、仙波です。 

現在のところまだふたば園で利用すると、

診療所のほうでどう使うかにつきましては、

まだ所属同士でお話をしておりますがまだ具

体案には至っておりません。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

何で具体案に行かないかちょっとわからん。 

いずれにしても出だしから９時、２時の利

用だったわけですよね。これ決まってますよ

ね。 

これ、新しいふたば園の利用者、今後あっ

たとしても９時、２時は変わらないわけです

よね。９時の迎え２時の送り。 

この間のところの形で何とかなるんじゃな

いかということでお願い、総務と福祉のほう

かなにお願いっていうか、言ったんですが、

それでもなかなか進まない理由を教えてくだ

さい。話が進まないっていうのは、例えばこ

ういうとこにね、法的に制約があるとか。じ

ゃないと、単に、購入しました使ってません

わっていう形で終わらないと思うので、その

話が進まない理由というふうな、障害になっ

てる部分をお聞かせください。 

○委員長（小寺正人君） 

仙波部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

こども未来部、仙波です。 

私ども、当初、購入目的のふたば園の送迎

っていうのをまだ諦めたわけではございませ

ん。 

ふたば園の送迎、先ほど申し上げました、

９時、２時でその間にどのような使い方を例

えば診療所である方、例えば福祉部局でどう

いうふうな使い方をするかというところの、

具体的な話がまだ進んでいないというのが現

状でございます。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

保育所のほうが９時、２時の時間決められ

てるんだったら、10 時以降の午前中いっぱ

いは何とかなるんじゃないかとね、それもう

まくいかないっていうのは、法的な超えられ

ない大きな壁があるのかなあと。 

お願いします。 

○委員長（小寺正人君） 

仙波部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

こども未来部の仙波です。 

法的に規制があるとか法的に絶対に使えな

いというわけではないんですが、その運用を

どうするかについてまだ話合いが最終的には

進んでいない状況でございます。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

わかりました。でもこれは実現していただ

けるものですね。午前中の 10 時から 12 時ま

で。少なくともその間は何とかなるんじゃな

いかという方向で、進めていただきたい。 

何か運用について考えてくださるみたいな



51 

御返事でしたんで、まずは期待しますがよろ

しいですか。 

○委員長（小寺正人君） 

仙波部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

こども未来部の仙波です。 

すいません。議会の答弁と重なるんですが

実施の有無も含めまして今後関係部局と調整

をしていきます。 

よろしくお願いします。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

すんません。中川です。 

私も関連でそのふたば園の送迎のこの車で

すね、のことをお伺いしたいと思います。 

この車、先ほどの説明で普通車やとおっし

ゃってました。私てっきり子どもが座れるよ

うなあんな椅子かなあと思って、また私座ら

れへんなと思ってたら、普通車やから、大人

でも十分座れるいうことやったんですけども。

逆に子どもさんがこれで送迎して欲しいわな

ったら、子ども用の何か椅子かなんか当然用

意しはるということやったんですかね。 

○委員長（小寺正人君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課、髙田です。 

園児が乗る場合には、チャイルドシート、

ジュニアシートを取付けて運用することとし

ております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

まだ、利用者いらっしゃらないけども一応

もうそのチャイルドシートいうかそういう子

ども用のシートがもう準備が整っている、そ

れともまだこれから実際、乗りたいわいう人

が現れてから購入するのか、その辺りどうい

うふうになってるんでしょうか。 

○委員長（小寺正人君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課、髙田です。 

既にチャイルドシートは購入しておりまし

て今回の事業費の中に含まれております。 

ふたば園の行事等でも、もう既に子どもが

乗っておりますので、はい、私その際、運転

をいたしましたが問題なく使用できておりま

す。 

以上でございます。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

もう１個同じこの項目の質問ですが、多分

１年ぐらい前かなあ、向こうのひかり幼稚園

の通園バスにブザーが鳴るね、センサーが取

り付いたので、取材をさしていただいた折に、

確か東のこのふたば園かな、ほうのあれも何

か車に装着されるんですみたいな、そんな話

を聞いたような気がしますが、結局、あの時

の話では運転手の関係か何かで何か遅れてる

というふうに聞いたような気もしているんで

すけど、実際このふたば園の車そのものの送

迎については、誰かそれ専用の何か運転手さ

んか何かいうふうな対応で行うということや

ったんでしょうかね。 

○委員長（小寺正人君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課の髙田です。 

ふたば園の送迎事業に関しましては、運転

手を今現在確保しております。はい。 

ですので、仮に、明日にでも使いたいとい

う方がいらっしゃれば、速やかにできる体制

を整えているという状況でございます。 

○委員長（小寺正人君） 
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中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

そうしましたらその送迎用にちゃんと運転

手さんは準備万端なってるわというようなこ

とで、実際子どもさん、今乗せて走る必要が

なければ、その運転手さんは今どんな状態な

んでしょうか。お仕事とか何か。 

○委員長（小寺正人君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課の髙田です。 

会計年度任用職員で配置しておりますが、

位置づけとしては総合政策課付の職員でござ

いますので、他の公用車の運転等、それから

営繕等に従事していただいております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

秋元議員の提案とか、本当に真剣に受け取

らないと。いや、予算とってバス買いました、 

利用者ゼロです。あり得ないですよ。 

そしたらもっと教育委員会がいやこういう

事態だから何とか利用してもらおうと思って、

ほかの部にお願いするような形でこういうと

ころでも隙間時間でも使えませんかとか、何

か動かさないと、こんなみっともないことな

いですよ。 

どういう試算してんねんって、もう根本的

な予算とか、内容全部うがった見方すると試

算でこういうことを言ってます、こういう予

定ですんでこうなってます、ほんまですかっ

て全部聞き直さなあきませんよ。 

前、買ったけど使ってませんよね。それく

らい深刻なことですよ。 

検討しますじゃなくてもう５年度で買った

んで買って利用者がなかったら、本当にちょ

っとでもほかの部署でこういうところに使え

ないだろうかとか、そういうことの姿勢でほ

かの部署に当たるとか。 

今、いや使えそうだもの。何が引っかかる

のかわからない。秋元議員の提案の中身が。

せめて動かすちょっとでも回収しようと動か

す、何かそういう思いというのが、伝わって

こないんですけど、いかがですか。 

そういう動きはこれからされませんか。 

○委員長（小寺正人君） 

仙波部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

はい。こども未来部、仙波です。 

今後、他の関係部局とともに、検討してい

きたいと思います。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

次の質問に行きます、行きにくいけど。 

216 ページの文化振興事業のユーベルホー

ルのことなんですけれど、ロビーコンサート

年 12 回とオオサカンが４回ですけれど、オ

オサカンは除いて、ロビーコンサートは出演

者は、全員無償で参加されているんですか。 

○委員長（小寺正人君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

はい。生涯学習課、大森です。 

委員のおっしゃるとおり無償で行っており

ます。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

以前聞いたことがあるんですけども、500

人の入場料で大体 100 人で５万円、その５万

円はチラシ代に消えるみたいなことを聞いた

ことがあるんですけどもね。 

チラシよく目にするんです。たまたま私が

ユーベルホールよく行ってるからかもしれな

いけれども、図書館にも公民館にもちゃんと

置いてあるんですけどね。チラシ多くないで
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すか。 

もしたくさん印刷してたら、もうずっと前

私が議員になる前ですけど、駅で配ってた館

長がいるというのを聞いたことがあるんです

議会で。そういう努力はなさっていないんで

すか。 

○委員長（小寺正人君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

はい。生涯学習課、大森です。 

チラシにつきましては、以前は大量に刷っ

てた時代もあったかと思うんですけれども、

今現在は最小限の枚数で印刷はしております。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

もう一つ、オオサカンと連携協定をされて

いて、オオサカンを抱えるこの小さな町豊能

町なんですけど、ちょっと無理があるかなと

思うんですけどね。劇団を抱えるメリットを

活かし切れていないかなと思うんです。 

今中学生は吹奏楽部がまだ 11 名しかいな

いので、あんまりその指導に来てほしいとか

いう思いも今はないみたいですけれどね。 

今後そのユーベルホールがあの形でなくな

ったときに、オオサカンをどうするかってい

うことを議論始めておられますか。 

○委員長（小寺正人君） 

中谷課長。 

○生涯学習課長（中谷 匠君） 

はい。生涯学習課、中谷です。 

現在のところは、そこまでの議論はまだ行

っておりません。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

オオサカンがただあそこで練習できるだけ

そういうことですか。もちろん、使用料もい

ただいてるっていうのは聞いてますけれど。

指揮者がいつもこのホールはとても音響がい

いから、こんな小さい町でびっくりするとい

うことを、舞台の上でおっしゃったこともあ

るんですね。 

全然、私のほうが仲よくやってるのかなと

思うぐらい、行ってはりますか、教育長も部

長も。 

○委員長（小寺正人君） 

中谷課長。 

○生涯学習課長（中谷 匠君） 

はい。生涯学習課、中谷です。 

一応今度の９月のオオサカンのミュージカ

ルにつきましては、教育長も、ちょっと御覧

になっていただくいうことで、直接、教育長、

部長等にも、挨拶等に出て来られたりはして

おりますので、お会いになっておるのはおる

ところで、今後の話につきましてはまだ、今

後施設がどうなるかによって、また話を今後

していくように考えております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○副町長（高木 仁君） 

中川です。 

○委員（中川敦司君） 

説明資料の 204 ページをお願いいたします。 

この小事業名の中で、吉川保育所運営補助

事業をということで 331 万 1,000 円の金額が

決算上計上されておりまして、この中身読ん

でおりましたら、簡易業務をシルバー人材セ

ンターに委託してますというふうなことが書

かれてありますが、実際そのシルバー人材セ

ンターの方、どんなことをやっていただいて

るのか、何人ぐらいこの作業にかかっていた

だいているのかお願いいたします。 

○委員長（小寺正人君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 
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はい。こども育成課の髙田です。 

まず人数につきましては、平日で２名、土

曜日で１名、大体一日４時間程度ということ

で入っていただいております。 

簡易業務の内容ですけれども、例えば、子

どもたちの午睡、お昼寝ですね、そのときの

布団の上げ下ろしであるとか、おもちゃの消

毒、それから、絵本の読み聞かせ等も時間の

あるときにはしていただいているという状況

でございます。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

布団の上げ下ろしやけども、結構、重労働

でもないんですか。子どものやから小っちゃ

いんかな。 

○委員長（小寺正人君） 

 髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課の髙田です。 

委員のおっしゃるとおり、小さな布団です

ので、さほど重労働ではないと考えておりま

す。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

次、隣のページいいますか、これ 205 ペー

ジをお願いします。 

これも同じようなシルバー人材センターが

絡む仕事ですけども、小事業名３番、光風台

留守家庭児童育成室運営補助事業の中に、子

どもの見守り業務をシルバー人材センターに

委託とありますが、これも同様に何人ぐらい

でやっていただいているのか、よろしくお願

いします。 

○委員長（小寺正人君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課、髙田です。 

留守家庭児童育成室の運営補助事業に関し

ましては、特に夏季休業、長期期間中、ある

いは春休み等の育成室の開室時間が長いとき

に、現在、従事している支援員、留守家庭児

童育成室の支援員だけではどうしてもシフト

上で賄えない時間帯が出てくる場合に、スポ

ット的に補助に入っていただくということを

していただいております。 

ですので、大体１育成室につき１人、はい、

が入ったり入らなかったりということでござ

います。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

はい。今のページです。 

205 ページの留守家庭児童育成室なんです

けれど、今夏休みに入っていただいてるとお

っしゃいましたけれど、もう夏休み終わって

から支援員が疲弊しているんですね。 

暑い中も時間決めて外にも行かなあかんし、

何しろ子どもの行儀が悪くて、やっぱり暴力

振るわれても、こっちから対戦できないわけ

です。肩ぽんとたたいただけで触ったと言わ

れるような環境で仕事をなさっていて、先生

って呼んでいるけれども学校の先生とは違う

リスペクトがないみたいには思います。私も

理科で１回入ったことがあるんですけど寝転

んでお話を聞いたりするんで。 

夏休み終わったときにみんなで一緒にやめ

たろかみたいなことも言うわけですね、ほん

でまあ留めている、もうちょっと頑張りぃな

ことを言ってるんですけど、実際にこども育

成課の人がその実態を見ているかということ

なんです。 

今度、学校が一つになったときに、正職員

を入れてほしいって私たちに何の権限もない

みたいなことをおっしゃるんで、もう少し話

を聞いてあげてほしいんです。 
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給料が安いって思ってはるけど頑張ってい

るんでね、この中でやってくれてはるんで、

もうちょっとお話聞いていただけますか。 

○委員長（小寺正人君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課の髙田です。 

日々、育成室で起こる出来事、特にトラブ

ルに関しましては、育成課のほうにも、報告

が上がってまいりますので、その都度、担当

者が対応しているという状況でございます。 

今委員のおっしゃったように、子どもさん

にも様々な方がいらっしゃいますので、例え

ば育成室の中で、友達とけんかをしてしまう

とか、あるいは、場合によっては支援員の方

に対して暴言であるとか、あるいは身体接触

があったりというようなことも聞いてはおり

ますけれども、その都度、支援員のほうでは

粘り強くですね、子どもたちに接していただ

いているという状況も、十分に聞いておると

ころです。 

ですので、非常に難しい、学校とも違う家

庭とも違う、難しい場所での支援にはなると

思いますけれども、十分、原課のほうでも支

援員さんのフォローアップできるような体制

をとっていきたいというふうに考えておりま

す。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

それで、以前もそうなんですけどまた無償

でね、地域の人が入ってもらったら、ものす

ごく時間的に助かる気持ちに余裕があるんで

すけど、１回私そうしましょうか言うたら、

全部の小学校に行ってくれるとかってそんな

無理も言われたんで、やめたんですけども。 

もう少しその運営の仕方、支援員さんだけ

が面と向かってるんじゃなくって地域の人を

入れてということにはならないですか。 

無償でここにお金が、326 万ですか、そう

いうお金に上がってこなくてもいいですから

ね、折り紙一つ折るにしても、無償でやって

くれる人がいるんで、検討していただけます

か。すぐに行ってくれる人はいますよ。 

○委員長（小寺正人君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課の髙田です。 

ボランティアでというお話かと思います。 

私自身が、そういったところの事業設計が

できるのかどうかというところまだ不勉強で

ございますので、勉強させていただきたいと

思っております。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

説明書の 185ページです。 

奨学金のことなんですけど、この右側のほ

うに、返還金滞納者への対応の隣に私債権で

あるため債権回収における自力執行権が自治

体にない、って書いてんですが、これはどう

いうことなのかな。 

あんまり、ありがたい文章じゃ、一文じゃ

ないもんですから、ちょっと説明お願いしま

す。 

○委員長（小寺正人君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課、住原です。 

こちらに書かせていただいてますのは、私

債権ですので、滞納処分ができないというこ

とで、書かせていただいております。 

滞納されてる方に根気よく償還をお願いす

る文書を送りながら、ときには訪問してお願

いしている状況でございます。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 
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○委員（秋元美智子君） 

わかりましたってこともないけど、現在滞

納者ってのはどのぐらいの方がいらして、何

人ぐらい。期限切れた滞納者ですけども。 

なおかつこれは町のほうから頭下げて、と

もかく入れてくださいというお願いするしか

ないということですね。 

○委員長（小寺正人君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課、住原です。 

少々お待ちください。 

町のほうからも何回かこう手紙を出しなが

ら、電話で返還をお願いするということは続

けておりますが、現時点での滞納状況でござ

いますけども、令和４年度末ではですね、現

年度のみの滞納件数が５件、過年度分の滞納

者数が 16 名となっておりまして、令和５年

度におきましても同じ方が滞納されている状

況でございます。 

金額につきましてはトータルで、現年度の

みですと、滞納額でいきますと 498 万円とな

っております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

やめちゃえばってもねこれ一遍議会に出て

きたねあれで、力抜けちゃう。 

最終的にこれ払わないとなった場合、税金

と同じように何かあれしちゃうんですか。

498 万何ていうかな、もう入らないっていう

そういう扱いになるんですか。 

それとも未来永劫ずっとこの金額が残って

いくのかな。 

○委員長（小寺正人君） 

  池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

教育総務課、池田でございます。よろしく

お願いいたします。 

先ほど住原のほう説明しましたとおり、私

債権ということで、差押え等ができないとい

うことで、ただ今滞納額が結構残ってるって

いうところで、３月議会のときにもちょっと

御説明があったかと思うんですけれども、不

納欠損で落とすということはできるかできな

いかということであればできるとは思うんで

すが、正規にお借りになられて、お返しいた

だいてる方という方が当然いらっしゃいます

ので、私債権の取扱につきましてはですね、

そのときにも法務相談をかけたうえで、公的

なところが差押えと同様の効力を生じるよう

なことをするということになりましたら、裁

判所のほうに申立てをしてと、いうような手

順が必要になってきます。 

ちょっとこの辺あたりはちょっとハードル

が高うございまして、どういう形で対応して

いくかということも含めまして、今後対応し

ていきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

今回は決算によると 60 万円という金額、

動いてますよね。何人か必要とされる方がい

たということですよね。 

ということは、貸付のほうに対して何かの

厳しさというか制約的なものは盛り込まれた

んですか。 

この辺りはどうなっていますか。 

○委員長（小寺正人君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課、住原です。 

60 万円の決算が出てますけどもこちらは

ですね、令和４年度までの新規貸付者に対す

る授業料相当分の貸付でございまして、昨年

度は、新規の貸付の申込がございませんでし
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た。 

今回におきましても、何らかの方法で厳し

くとか言いながらもですね、一定の基準がご

ざいますので、その基準を満たしていれば、

許可、貸付せざるを得ない状況でございます

ので、慎重に考えてまいりたいと考えており

ます。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

まずこの 60 万で、過去からの中の、貸付

の分だっていうことで新しい人がいなかった

ということですね。はいわかりました。 

それでですね、私債権であるためって書い

てある要するに私的なものだから貸付だから

取立って無理だっていう御返事だと思うんで

すけども。 

ここのところはクリアできないんですかね。 

法的なんか文章的な。これは、調べた結果を

今おっしゃったのかわからないけど、できる

ならきちっとした、そういうと変かな、町の

職員が後々こう苦労しない方法というのかな、

ぜひ考えていただきたいということで、お願

いします。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

すいません。説明資料 198 ページお願いい

たします。 

これ学校関係ですかね、の中の小事業５番

目ですかね、ＧＩＧＡスクール教育支援シス

テム配備事業ということで、これ、説明あっ

たらごめんなさいね、してはったらごめんな

さい。 

前年度、令和４年度と比べて、結構額が上

がってますがその辺りどういった要因がある

のか、よろしくお願いいたします。 

○委員長（小寺正人君） 

大石課長補佐。 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

義務教育課の大石です。 

こちらの費用につきましては、令和３年度

に府の補助をいただきまして、繰越させてい

ただき、令和４年の８月契約になっておりま

す。これは令和４年度は令和４年の８月契約

なので、令和４年につきましては８か月分の

契約費用になっております。 

令和５年につきましては、12 か月分の契

約の費用になっておりますので、令和４年に

つきましては４か月分、契約費用が少ないの

でこういう差になっております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

池田委員。 

○委員（池田忠史君） 

204 ページの吉川保育所と、あと 210 ペー

ジのふたば園もそうなんですけど、保育士の

派遣事業のところの金額がかなり大きくなっ

てまして、今保育士の確保が難しくて保育士

不足、今回もいろいろありますけど、この辺、

保育士の確保に向けてどのようなことをされ

ているのかお伺いします。 

○委員長（小寺正人君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

こども育成課の髙田です。 

保育士確保に関しましては、まずは会計年

度任用職員、正職で足らない分は会計年度任

用職員で賄うということで、ホームページ、

それから広報等で募集をしております。 

加えまして、広報職員課の所管にはなるん

ですけれども、インターネットを利用しての

求人サイト、こちらにも登録をいたしまして、

募集をかけているという状況でございます。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 
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池田委員。 

○委員（池田忠史君） 

今もおっしゃったように人事に関しては広

報職員課なので、ここで、あんまりあれ言っ

てもあれなんですけど、足りない分を会計年

度職員でっていうのはもちろんわかりますけ

どその分を職員として確保するために、今も

確保できてないわけですよね。 

ホームページなりっていうところだけでは

確保できない現状がある以上、それ以上のこ

とを何かしていかないと、もう今後さらに確

保が難しくなってくるというところなんです

が、その辺はどういうふうにお考えになられ

てるんすかね。 

○委員長（小寺正人君） 

仙波部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

こども未来部の仙波です。 

池田委員おっしゃるとおり今現在求人サイ

トを使っても、委託、この委託の中にも人を

派遣していただく委託のほかに、紹介の委託

とかいろいろな方法をとっているんですがな

かなか厳しい現状でございます。 

本来、そしたら次はどうするかっていうと

例えば正職で募集をかけるとかっていうのも

一つの方法であるかとは思いますが、御承知

いただいてますとおり、今現在私どものほう、

西地区のひかり幼稚園と吉川保育所のほうを

民営化という形で現在施策を進めております。 

そこも含めまして、今後ふたば園、例えば仮

にふたば園のみが公立のこども園になったと

きに、どのぐらいの費用、どのぐらいの人数

がいるかっていうところも含めまして、協議

をしていかなければならないと思っておりま

す。 

その結果現状では、会計年度任用職員とか

そういう形で今現在募集をかけているという

のが現状でございます。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

一般質問みたくなったら申し訳ない。実情

だけ聞きたいですけども、今豊能町の中で、

本当に正職で働いてる方、一番若い世代で何

人ですか。正職の方何人いらっしゃいます。 

私ここかなり前から町は、保育士さん、幼

稚園教諭、確か雇ってないと思ってるので、

いずれ民営化にするのかなという感じではお

りましたけども、現実もかなり厳しいんじゃ

ないですか。 

いきなりの質問だから、もし何だったら別

なときに質問いたしますけれども。 

だから町としてはもう全然正職を雇う気も

なく、ここ何年か来てたと思いますけども、

どうですかね。 

○委員長（小寺正人君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課の髙田です。 

正職員の正確な人数ということでございま

すが、今手元に数字を持っておりませんので、

後ほどお答えさせていただきます。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

これ、町は民営化西地域ですね、東はもう

そのままですよね。公立のままいく形になり

ますわね。これをまた民営化ってのはまた話

別ですけど。 

こっちは公立でこっちは民営ですとなった

場合に、本当に働く保育士さんの体制をきち

っと考えていかないと、やっぱりちょっとか

なり厳しいんじゃないかなと私思ってますの

で。これまた後々きちっと人数などはお尋ね

したいと思いますが、その辺りも含めてちょ

っとお考えください。これはここで留めます

ので。 

○委員長（小寺正人君） 
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中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

説明資料の 201、201 ページをお願いしま

す。 

小事業、ナンバー４ですね。いじめ問題等

対策推進事業ということで金額が 149 万

5,000 円今回上がっておりまして、例年、そ

の前年の令和４年決算と比べて 60 万、70 万

ぐらいかな、低くなっておりますが、これは

いじめの状態がよくなったとかそういう意味

ではないんですね。 

○委員長（小寺正人君） 

大石課長補佐。 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

義務教育課の大石です。 

はい。こちらの金額の差額につきましては、

各学校に学校等支援指導員という指導員を派

遣しております。 

こちらのほうの目的につきましては、学校

で起こりうるいじめや問題行動などを事前に

防止をしていただくということで、学校等支

援指導員を各校に配置しております。 

年度当初に各学校に何時間の配置っていう

のをこちらのほうからお願いしておりまして、

令和４年度につきましては、当初こちらのほ

うからお願いしておりました数字よりも、学

校のほうから新たに要望があったため、令和

４年度は金額が大きくなりました。 

令和５年につきましては、こちらのほうか

ら各学校のほうに配置時間数を提示した中で

行っていただきましたので、この減額になっ

ております。 

はい。以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

ということは学校の都合でちょっと多い目

に、この方来てもらったと。 

今回はこの時間で収めてみたいな感じだっ

たというふうなことなんですけども、もしも

学校側からいや、やっぱりちょっとプラスア

ルファでちょっと長いこといて欲しいわとい

うふうな場合はそれは聞き入れることができ

るんですか。 

○委員長（小寺正人君） 

大石課長補佐。 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

はい。義務教育課の大石です。 

予算に限りがありますので、学校のほうか

らどうしてもということであれば予算範囲内

で支出のほうは可能かと思っております。 

はい。以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

186 ページの２の光風台小学校改修事業な

のかな、これか違うかな。もしここじゃなか

ったら申し訳ない。 

中学校のほうの移転、中学校か小学校って

書いてあるけども、中学校から吉中の生徒が

光小に移るときの図書室、ちょっと気になっ

てまして。吉川中学校にある図書類は現在大

部分は置いたままなんですか。学校の中に。 

置いたまま改修しようとしてるかどうかだ

けちょっと確認しようと思って。ちょっとも

しかしたらこの２じゃなかったかもしれない。 

お願いします。 

○委員長（小寺正人君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課、住原です。 

令和５年度まで吉川中学校にあった図書の

件でございますね。 

吉川中学校にあった図書につきましては、

現在もよく使われる借りられる図書類につき

ましては、光風台小学校のほうに持ってきて

おります。 
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すぐには使わないけども、見る可能性があ

るとか今後使うというものにつきましては、

吉川中学校の中で保管という形で置かせても

らっております。 

校舎改修工事が終わりましたら図書館のほ

うに、その本を持っていくという形で現在保

管しております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

今の関連の質問ですけれど、186 ページの

２番目の光風台小学校改修事業なんですけれ

ど、先日、ミシンの授業補助に行きましたら、

エアコンが付いてたんです。家庭科室に。 

あれはまた持ってきてまた新しい学校に付

け替えるということですか。ここの費用に入

っているということですか。 

○委員長（小寺正人君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課の住原です。 

光風台小学校の改修工事の予算につきまし

ては、昨年度、11 月にもう補正予算させて

いただきまして、というのはですね、現在昨

今の猛暑が続くということで、今までですと、

学校にはいろいろな教室がございまして、暑

ければそのいろいろな教室のクーラーのある

ところに避難してするっていうことも行えた

たんですけども、もう吉川中学校が光風台小

学校に行くということで、逃げる部屋がない

ということで、吉川中学校に、平成 28、9 年

ぐらいですかね、補助金を活用して整備した

空調設備がございまして、その空調設備は吉

川中学校の改修工事で解体してしまうと使わ

なくなるということなんですけども、もった

いないということで、いかに経費を安く、光

風台小学校で猛暑から、その暑さから授業が

できるかということを考えまして、３月の吉

川中学校の終業式が終わったあとにですね、

使えるものを全部光風台小学校の部屋に移設

したということでございまして、工事費がち

ょっと膨らみましたので、時間、工期もです

ね３月末、４月超えてしまうということで、

繰越明許の承認をいただいております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

持ってきたエアコンはそこの家庭科室だけ

じゃなくてほかにもあるんですか。 

○委員長（小寺正人君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課、住原です。 

基本的に光風台小学校の教室には、全て空

調が付いてございます。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

先ほどの答弁の中で、もう捨てるみたいな

ことおっしゃったけど、それはまた中学校、

新しくできた小中学校へ持っていくというこ

とではないんですか。 

○委員長（小寺正人君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課、住原です。 

持っていけるものについては持っていくこ

とも検討いたしましたけども、空調を整備し

てからもう 10 年ぐらい暮れてしまうという

ことなので、あまり動かして動かしてすると、

エアコンの機器が正常に作動しない場合があ

って、そうなるとまた費用がかさむというこ

となので、今回整備する中学校につきまして

は、新たに空調を設置する形で進めておりま

す。 
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以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

光風台小学校の跡地利用のときに、エアコ

ンありますよっていうことを宣伝するんです

ね。 

○委員長（小寺正人君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課、住原です。 

跡地利用につきましては私どもの範疇でご

ざいませんけども、取りあえず跡地利用です

る場合につきましては、全教室に空調が付い

ているということは利点であるかと思います。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

仙波部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

こども未来部、仙波です。 

先ほどの秋元議員の御質問にありました、

保育士、幼稚園の教諭の年齢構成でございま

す。 

正職員と任期付職員を合わせた人数になり

ますが、20 代の職員が２人、30 代が２人、

40代が８人、50代が 10人、60代が３人、合

計 25名でございます。 

任期付職員というのは正職員なんですが、

例えば２年とか３年とかっていうふうに、そ

のうちの任期付職員が 20 代が１人なので、

今 20 代２人と申し上げたのは、正職が１人

になります。 

任期付が 40 代が２人いますので、40 代８

人と申し上げたのは 40 代が６人になります。 

30 代は２人です。50 代が１人いらっしゃ

いますので 50代が９人になります。 

もう一度申し上げますと、任期付を除ける

と 20 代が１人、30 代が２人、40 代が６人、

50 代が９人、60 代が３人、合計 21 名という

形になります。 

今現在もホームページ上ですが、任期付任

用職員という形で現在も募集をかけておると

ころでございます。 

○委員長（小寺正人君） 

ちょっとしばらく休憩したいと思います。 

暫時休憩とします。 

再開は３時５分。15時５分。 

  （午後２時 53分 休憩） 

  （午後３時５分 再開） 

○委員長（小寺正人君） 

それでは休憩前に引き続き会議を再開いた

します。 

それでは質疑ある方。 

  中川議員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

説明資料の 186ページ、お願いします。 

ここは小学校関連の内容のところです。 

右のページですね、主な成果、３番主な成

果の中でお伺いしますけども、吉川中学校移

転に係るネットワーク業務 67 万 1,000 円っ

ていう内容ですけど、もしかして予算のとき

に聞いたかもわからないけど、もう一度ちょ

っとね説明をお願いしたいと思います。 

○委員長（小寺正人君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課、住原です。 

こちらの 67 万 1,000 円につきましては、

光風台小学校の、かつてパソコン教室に使用

していた部屋が吉川中学校の職員室になると

いうことで、学校と役場とか行政関係とか全

てのネタネットワークの環境を光風台小学校

で中学校の先生が使える状況にするための整

備工事が主なものでございます。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 
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○委員（中川敦司君） 

そんなふうな話やったね、はい。 

それ結局そしたらまたさらに２年経って中

学校に戻るときには、やった工事はもうその

ままでもう置いてとくいうことでいいんです

ねもう。 

○委員長（小寺正人君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課、住原です。 

こちらの費用につきましては、主にですね、

先生方の、各校務用パソコンの端末の設定作

業ですとか、そういうのが主なものでほとん

ど人件費でございますので、ネットワークの

線というのは、既存の中学校のもの持ってき

たりしてたので、その機器的なものでの費用

はかかっておりません、ほとんどが人件費で

ございます。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

ほかに質疑ありませんか。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

188 ページの吉川小学校運営事業なんです

けれど、シートスに水泳の授業行かれている

んですけれど、幾らかかっているんですか。 

○委員長（小寺正人君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課、住原です。 

吉川小学校の生徒が、シートスで、水泳学

習するための費用でございますが、少々お待

ちください。 

○委員長（小寺正人君） 

ほかに。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

220 ページのシートス管理事業ですけれど、

町外の利用者はどれぐらいいらっしゃるんで

すか。 

○委員長（小寺正人君） 

ほかに質疑ある方おられますか。 

○委員長（小寺正人君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課、住原です。 

申し訳ございません。先ほどの、まとめて

いたんですが、見失ってしまっていたんです

けども、シートスの小学校のバスの借上費用

につきましては、53万 460円でございます。 

合わせまして、シートスの水泳のときのシ

ート使用料につきましては 15万 2,230円。 

の経費でございます。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

吉川小学校人数が少ないんですけれど、バ

スは何時間借り切ったんですか。例えば今年

度やったらね一、二時間目が光小で、五、六

時間目が光小で三、四時間目の時間を吉小に

使われたんで、それはまた来年聞きますけれ

ど。今回の 53 万は、４回分で何時間目を、

水泳の授業だったんでしょう。 

○委員長（小寺正人君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課、住原です。 

もうしばらくお待ちください。 

申し訳ございません。 

○委員長（小寺正人君） 

ほかの質問ある方。 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

はい。生涯学習課、大森です。 

シートスの町外の方の利用なんですけれど

も、一般利用の方々が町内町外の区別がちょ

っとわかりかねますので、それ以外の定期利
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用と共用利用の部分だけでいきますと、町外

の利用者は 6,947名となっております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

定期利用者は、町外は、金額が高いってい

うことですね。 

○委員長（小寺正人君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

生涯学習課、大森です。 

委員のおっしゃるとおりです。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

以前何か自動改札機みたいのがあって今も

死んで置いてありますけどね、定期利用じゃ

ない人も、町内町外金額変えたらいけないで

すか。 

そういう、指定管理されているから、すぐ

にはとは言いませんけど、町内の人が減って

いるわけですよ。 

そういうことはしないんですか。 

○委員長（小寺正人君） 

中谷課長。 

○生涯学習課長（中谷 匠君） 

はい。生涯学習課、中谷です。 

現在シートスの指定管理者のほうとも、何

度かちょっと話はさせていただいております。 

実際にですね、今現在町内の利用者がちょ

っとなかなか伸びていく方向にはちょっとな

かなか人口減少等もありますので、難しいだ

ろうということで、町外に向けた、人数を増

やす努力をちょっと行っていただくような形

になっておりまして、その辺、町外の料金を

ここで上げるということで、その人数が減る

ということもちょっと考えられますので、そ

の辺り、今、協議は行っておるんですけど、

その辺のちょっと、動向といいますかニーズ

調査みたいなものも含めて、料金設定につい

ては、今後ちょっと考えていきたいと考えて

おります。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課、住原です。申し訳ございませ

ん。 

先ほどの御質問の件ですけども、昨年度の

吉川小学校の水泳授業の実施状況でございま

すけども、合計４回行ってまして、水泳の時

間が 10 時 20 分頃から 11 時半ということで

ございます。 

以上です。 

４回の午前中の授業でございます。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

４回午前中だけでバスが 53 万円もかかる

んですか。 

町バスとか使わなかったんですか。まあ

79 人ですから町バス乗れないんですけど、

53 万円もかかるバスはもう一日借りている

という形なんですか。 

○委員長（小寺正人君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

教育総務課、池田でございます。 

バスの借上げでございますが、バスの契約

をするときにですね、バス会社のほうの考え

方としましては、１時間借りても、ほぼ一日

借りてもですね、１台貸したというようなと

ころの金額になってくるというのがございま

す。ただ、利用時間少なございますので、そ

の辺りは見積をとるときにですね、こちらの

状況を説明して、極力経費を抑えるような形

でですね、見積合わせをして業者のほうを決
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定しているというところでございます。 

○委員長（小寺正人君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

その考え方だったら今年度は小さいバスが

２台と町バスが１台来ているんで、光風台と

吉小の子どもたちが丸一日かかったけども、

この３倍の金額にはならないということです

ね。 

○委員長（小寺正人君） 

ほかある人。 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

197 ページお願いします。ふたば園関連で

すかね。この小事業名３のふたば園乳児棟２

階エアコン取替工事事業 96万 9,000円。 

これなんか午前中の何か会議でも同じよう

な項目が金額あったと思うんです。これ確か

予備費やったかな。 

だから、予備費ではじめ急ぐから一旦出し

といたけども、最終的にはこのふたば園関係

のところにお金を計上して締めてますという、

そういうふうな位置づけでよかったんですか

ね。 

○委員長（小寺正人君） 

仙波部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

こども未来部、仙波です。 

ふたば園の２階のエアコン取替工事につき

ましては予備費から充当した部分でございま

す。 

○委員長（小寺正人君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

だから二重計上じゃないことやね。向こう

でも使ってこっちでも使ってやってるわけじ

ゃないね、それだけ確認させてください。 

○委員長（小寺正人君） 

仙波部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

こども未来部、仙波です。 

二重計上ではございません。 

○委員長（小寺正人君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課の住原です。 

先ほどのバスの今年度の費用でございます

けども、今年度は、民間の会社が２社と、シ

ートスのバスも借りてまして、総額が 87 万

9,516円となっております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

ちょっとページが見つからなかったんだけ

ど。 

ふたばの派遣、先ほどの続きなんですけど

も、派遣なんですけど、ふたば 9,688 か、万

円。これは２人派遣の方で、同じく吉川の

1,925 万 8,000 円かな、これ４人って見たら

いいのか。 

今派遣の方は合わせて６人っていうのは実

情ですか。 

確認します。 

○委員長（小寺正人君） 

はい、髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課、髙田です。 

ふたば園の保育士に関しましては、合計３

名です。はい。ただし、２名に関しては４月

から３月まで。それから別の１名に関しては

２月から３月ということでございます。はい。 

吉川保育所でございますが、６名の保育士

でございます。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 
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○委員（秋元美智子君） 

ということは、派遣は大体８から９名。 

片や吉川で６名、ふたばのほうはなんか３

人のような２人のような、ちょっと私は頭ご

ちゃごちゃになったけど２名としても８名。

そのほかに、会計任用職員が４人、正職が

21 人、っていうのは今豊能町の運営状態で

すか。 

○委員長（小寺正人君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課、髙田です。 

先ほどの正職 21 名ですけれども、これは

３園所全体の合計人数で、はい、お答えをさ

せていただいております。 

○委員長（小寺正人君） 

仙波部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

こども未来部、仙波です。 

先ほど申し上げた 21 名というのが髙田課

長申し上げたように３所園の正職の人数。 

残りの４名というのは、会計年度任用職員

ではなくって、任期付職員と申しまして、は

い、正職員は正職員なんですが、任期が付い

ている正職員という位置づけの職員でござい

ます。 

なので会計年度職員はまた別途、委託とは

また別にいらっしゃるという状況でございま

す。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

そうなると、どういう形なんですか。まず

正職がいらっしゃいますね。それから、任期

付き、というのは１年だか２年かわからない

けどありますね。それからそのほかに、今言

いました派遣の方、そのほかに会計年度職員

ということになると、総勢この三つの園です

ね三つの園は何名で合計いらっしゃるんです

か。 

あまりにも何だかごたごたしてるし、これ

で豊能町の幼児教育がうまく進んでるのかど

うか。 

○委員長（小寺正人君） 

仙波部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

こども未来部の仙波です。 

基本的に例えば幼稚園、保育所には配置基

準がございますので、何名の職員が必要であ

るというところがまず前提にございます。 

その中で、例えば担任の先生であるとか園

長とか所長も含めまして、正職員と、先ほど

申し上げました任期付職員 21 名と４名で、

そこを回している状況でございます。 

それ以外に、あとは基本的には、会計年度

任用職員、若しくは委託という形になるので

すが、もし、例えばフルタイムといいますか

週、要は保育所なんかは月曜日から土曜日ま

で開園しておりますし、幼稚園も月曜日から

金曜日まで開園しておりますので、そこをフ

ルタイムで毎日入っていただける職員ばっか

りであれば、それは人数そのまま確定するん

ですけども、例えば週３回だけ来たいという

ふうにおっしゃいます会計年度任用職員の方

であるとか、あと、預かり保育であるとか、

保育所とかこども園なんかは朝７時から晩の

７時まで、保育を行っておりますので、要は、

早朝だけとか延長部分だけ来られる、会計年

度任用職員の方であるとか、そういった方々、

ローテーションを組んだりであるとか、一日

の間でもう少しだけいらっしゃる方が会計年

度任用職員の方にはいらっしゃいますので、

今すぐにトータルで何名というのがちょっと

すぐに出せるかというと、すいません。 

そういう形になっております。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 
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豊能町の幼児教育の中でね、基本的なのは

やっぱり多分９時から４時かな、保育園。幼

稚園は別途また短い時間で。 

私が言ってるのは、朝晩の正規の保母さん

なりが来るまでの間の見るっていう形じゃな

いです、そこはわかるんですよ。短時間でね、

働きたいっていう方あるいは働いてくださる

方にお願いするとかわかるんですよ。 

肝心の幼児教育というとこを見たときに、

保育所そういう形になってますけども、きち

っと、何歳児は何人というふうな決まりがあ

りますね国の。この国の決まりにあって豊能

町は本当に正職何人で対応してるのかなって

疑問です。 

悪く言えばね。何ていうかな、安くやって

動いてくれる人がいいなという流れにも感じ

るんですよ。正職雇うよりも臨時で雇って動

かしていったほうが町の人件費が少なくなる

んじゃないかなというふうな、そういったも

のも感じられるのでお尋ねしてます。 

この体制きちっとできてますか。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

ですから私さっき単純にね、５人に１人が

国のほうの決められたほうですよ。何歳時は

何人っていうふうな決められたほうは５人に

１人が、要するに、派遣か何かで動いてるの

かなというふうなイメージを持ったものだか

ら聞いてます。 

じゃなくて、安心してくださいと。今回の

場合は本当に、派遣で入ってる方 10 人１人

ですとかそういうふうな御返事がいただけれ

ば、まだいいです。 

お願いします。 

○委員長（小寺正人君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課の髙田です。 

委員おっしゃられましたように年齢ごとに

配置基準は、決まっております。 

各クラス、正職員は必ず１名が配置されて

おりまして、プラス配置基準上、例えば、正

職員以外に２人目あるいは３人目の保育士が

必要というところには、会計年度任用職員あ

るいは派遣職員を配置している場合もござい

ます。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

ということは今、三つありますけども、保

育園、幼稚園ありますけど、全クラスともに

正職が担任という形でいいかな。 

そういうことだけ確認させていただきます。 

○委員長（小寺正人君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。委員のおっしゃるとおり、全クラス

担任は正職員が行っております。 

○委員長（小寺正人君） 

ほかに質疑ございませんか。 

吉田副委員長。 

○副委員長（吉田正子君） 

ページ変わりまして 205 ページ、４番の光

風台留守家庭のところのフロアーマット 22

万 9,000 円についてなんですけれども、それ

は、今度もし、吉中に変わったときも利用で

きるのか、それをどうなるのかそこら辺をち

ょっとお聞かせください。 

○委員長（小寺正人君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課、髙田です。 

この令和５年度に購入いたしましたフロア

ーマットは、光風台小学校のＢ棟で使用して

おりました。 

今年、令和６年になりまして、既に育成室
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の場所が中学校への移転に伴いまして、場所

が変わりましたので、そのときにフロアーマ

ットも同じように動かして使用しております。 

ですので、御質問のありました今度また吉

川中学校に元に戻ったときにも同じように使

用できるというふうに考えております。 

以上です。 

○委員長（小寺正人君） 

ほかに質疑ございませんか。 

ないようでしたら質疑を終結してもよろし

いですか。 

ほかに何かございますでしょうか。 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

一般会計について、今最後の部分の教育の

部分の質疑させていただきましたが、一般会

計全般というふうな意味合いでの内容でちょ

っといや１点ちょっと御質問をしたいんです

けども。 

昨日の報道ですかね、その前にＡＩオンデ

マンド交通、これについての内容になるんで

すけども、昨日かな、昨日の前半部分のとこ

ろで、ＡＩデマンドについての項目があり、

私のほうからは、一般質問でも同じような質

問がありましたが、ＡＩオンデマンド交通の

実証実験が本年度、今年ね秋ぐらいにやるわ

みたいなことでの内容についての質問が私も

させていただきましたけども、結局は今年度

中にっていうね、そのような答弁を昨日も確

かいただいたように記憶しておりますが、そ

のＡＩオンデマンドの内容についてですね、

実は報道ある報道によりますと、宝塚市のほ

うで、豊能町と同じように、ＡＩオンデマン

ド交通の実証実験が行われるというそういう

報道があったようでございまして、その報道

の中身の写真と見てみますと、豊能町のハニ

タスの２号機、２号機ちゃう２号車かなの写

真が掲載されておる、そういった報道がござ

いましたんですけども、これの内容って、行

政側は御存じなことなんでしょうか。どうい

ったことなんでしょうか。 

○委員長（小寺正人君） 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

我々今、中川委員がおっしゃってるお話っ

ていうのは、正式に阪急バスから聞かしてい

ただいたのはもう今日でございます。ただこ

ういう、バスの１号車、２号車を、宝塚の実

証運行ですかね、のほうに流用して使用さし

てほしいという話でございます。 

担当のほうはですね、６月の終わりぐらい

に立ち話程度で、ほかでもこういう話がござ

いますと、いうようなことで聞いておったよ

うでございます。我々それを聞いたときに、

反省すべき点は、詳細を阪急バスのほうと詰

めさせていただいて、どういうことなのかと

いうところを整理したうえで、議会のほうに

改めて御報告なり御説明をすればよかったの

かなと、いうことで思っておりまして、この

間、ほかからこういう情報が入ってきてると

いうところは我々本当に、議会との信頼関係

というところがございますので、反省すべき

点だろうかというふうに思います。 

ただ我々もこの間、スマートシティ特別委

員会等々でこのバスの件については大変議会

からも、厳しい御意見をたくさんいただいて

おります。これを調達したバスについても一

定うちのほうで調達しましたバスでございま

すのでそこの使い方どうなのかというところ

は、阪急と協議させていただいて、どういう

形で収めさせていくのかというのは、これは

ちょっと詰めさせていただきたいと思います。 

ただ阪急バスが一体このバス、宝塚のこの

バス、宝塚の実証運行でこのバスを使うとい

うことについて、我々が調達したバスを使う

ということにつきまして、バスとしてどうい

う整理をされておられるのかというところも

ちょっと、まだ聞かせていただいてないもん



68 

ですから、そこんとこ聞かせていただいて、

我々として我々の思い考え方も当然お伝えし

たうえで、最終的にどういう形で、収めさせ

ていただくのかというのはまた改めて、議会

のほうにも御報告させていただきたいとは思

います。 

ただ、今年度の実証運行が秋にできないと

いうところは、我々としては、阪急バスを協

議してる中ではですね、この宝塚のほうを阪

急バスが優先してるから、我々のバスが動か

せないというわけでは、我々は基本的そうい

う形では聞いておりません。 

阪急バスの事情がどうなのかというところ

は、そっからもう先は阪急バスの話なのでち

ょっとわかりませんけども、ただ、年度内に

我々は阪急バスと話をさせていただいて、Ａ

Ｉオンデマンドバスどうこうしていくのかと

いうところ詰めていかんとあかんと思います。 

ただ、我々のほうは今回３回目でございま

すので、どういう運行形態をとればいいのか

というところをちょっと時間をかけて調整の

ほうはさせていただいているというところで

ございますので、冒頭申し上げましたけども、

この間、速やかにですね、情報のほうを提供

し、御報告のほうできてなかったというとこ

ろはお詫びさせていただきたいと思います。 

そういうことでございますのでよろしくお

願いします。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

今の副町長の答弁の中で、この情報いうか

このニュースといいますかこれ知ったのは、

昨日っていうふうにおっしゃってましたね、

９日かな。はい。違うかったかな。 

   （「今日」の声あり） 

○委員（中川敦司君） 

今日、今日言うてはった、今日ね。 

報道のことは今日やけども、宝塚で使うと

いうような、何らかの情報、そういったもの

は誰か聞いておられた職員の方、そこの辺り

もっとはっきり。 

○委員長（小寺正人君） 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

ちょっと冒頭で申し上げましたけども、担

当のほうは、立ち話程度にですね、ハニタス

のこのバスを使ってですねほかの市で実証運

行をするということは聞いておったようでご

ざいますけども、ただそのどういう整理をし

たうえで阪急バスが、この我々が調達したバ

スを使うのかとか、その辺の細かい具体的な

ところはまだ全然聞かせていただいておらな

いということでございます。 

阪急バスから公式にこのバス使ってこうい

う形でやりますということを申入を受けたわ

けでもございませんでして、町としてそれを

どういう形で、これ、使ってもいいですよっ

ていうのか、何かそれならばこういう形にし

てくださいねとか、そういうことで、公式に

やりとりをしたことはございません。 

なので、大変申し訳ないんですけどもこれ

から早急にちょっとバスのほうとは詰めさせ

ていただいてですね、こういう形で、ハニタ

スのほうですか、運行するかどうかわかりま

せんけども、そういう形で阪急バスと協議さ

せていただいてますということを改めて御報

告させていただきたいということでございま

す。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

公式ではないけど立ち話でお話をお伺いし

たというのはいつ頃なんですか。 

８月とか７月とか６月とかいうそういうふ

うなレベル。 

○委員長（小寺正人君） 

高木副町長。 
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○副町長（高木 仁君） 

６月の終わり頃でございます。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

今の副町長のお話聞いてると、何かこれか

ら調整してバスを貸出すかどうか、そういっ

た話から調整するような形に、聞こえただけ

ですよ、聞こえたんですけども。 

この話は昨日、吉田委員のほうが希望ケ丘

見に行かれて、そこにバスがないと。そこに

いる社員の方に聞いたらば今出てますと。

近々11 月、11 月から今度宝塚のほうで走り

ますと、いう話を聞いて何なんでしょうねと 

議長のほうにお伝えして、議長のほうが確認

取ったのが昨日です、これ。 

その間に管野議員のほうは、光風台の駅前

でね宝塚から来てる職員の方に聞いたら、も

うすっかり載ってる。もう載ってんです宝塚

では。載っちゃってるんですよね。 

これは本当にしっかりと、阪急バスとね、

どういう形でこうなったのか。あまりにもち

ょっと豊能町のことばかにされ過ぎてる。 

これから話して云々じゃない、このバスた

だで貸すのかどうかまできちっと詰めなくち

ゃいけないし、変な言い方違約金か何かしら

請求してもいいぐらいの問題じゃないかなと

思うけど、いかがです。 

○委員長（小寺正人君） 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

先ほど申し上げましたけどもこの件を阪急

バスがどう整理しているのかというところは

全然お伺いしてません。当然我々このバス調

達しているのは我々でございまして、よく御

存じや思いますけど、800 万かけて我々が負

担しておりますので。今バスの運行上ですね、

車検証の名義は阪急バスということになって

おりますけどもそこに我々のお金が入ってる

こと間違いございませんので、そこんところ

どう阪急バスが整理されてるのかというとこ

ろをまず聞いたうえで、我々として今おっし

ゃっておられるような、我々こういう経過で

こういうふうにバスを調達して、今３年目に

運行、実証運行しようとしてるんですよとい

うところから、阪急バスと話させいただきま

すけども、いずれにしましても早急に対応さ

せていただきたいというふうに思います。 

○委員長（小寺正人君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

早急にって今日にも呼んでね、聞く話じゃ

ないですかこれ。 

人の持ち物勝手にね、貸そうかというもの

でやってるわけですよ。 

もう阪急には連絡しました。いついつ来て

くれと。いついつ来いと。 

来るって言ってます。 

もう本当に私は怒る以前にもう町のほうが

怒る話だと思うんですよね、これ。 

だからもう明日にはいついつ来ますぐらい

の御報告はいただけるのかな。 

○委員長（小寺正人君） 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部の浅海です。 

今日阪急バスのほうには連絡をとりました。 

ただそれはすぐに来てくださいという連絡

ではちょっとありませんでしたので、改めて

後ほどちょっと阪急バスのほうに連絡をとり

たいと思います。 

○委員長（小寺正人君） 

浅海総務部理事。 

○総務部理事（浅海 毅君） 

総務部の浅海です。 

昨日ですね、議長のほうからこういうこと

になってるけどということで御指摘をいただ

きまして、それでですね、うちのほうから、
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宝塚市のほうで運行させる車両について、そ

れはうちの、うちのと言いますか、うちのハ

ニタスの運行をしてた車両かということを確

認をしたところでございます。 

○委員長（小寺正人君） 

池田委員。 

○委員（池田忠史君） 

まず大前提として、車両の名義は阪急バス

であろうと豊能町のもんであるというふうな

ことだと思いますし、スマートシティの関連

でいうと、本チャンがあって２年間のＫＰＩ

とってっていうところで、最終的にそのあと

どうするかってなったときにこのバスどうし

ましょうってなったあとであれば、まだ可能

性としてはそういう使い方もありなんかなと

思いますけど、今まだその間の期間で豊能町

でどうやって動かすかっていうタイミングの

中で、そんな使い方をされては明らかに困る

話ですし、それはもっと町のほうから強くは

っきりと、どうなってるんやっていうちょっ

と来いっていうぐらいのことは言わないと駄

目やと思うんですけど。 

確認をとりましただけっていうのはちょっ

と対応としては何かおかしいような気がしま

すけれども、どうなってるんですかね。 

○委員長（小寺正人君） 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

申し訳ございません。確認は取らせていた

だいたということで御報告させいただきまし

た。 

ただ阪急バスのほうから積極的にというと

ころはなかったように、聞いております。 

ですので今ちょっと委員の皆さん大変厳し

い御意見いただいておりますので、早速この

委員会、この議論が終わりましたら阪急バス

のほうには連絡をとって、協議のほうに入ら

せていただきたいというふうに思います。 

○委員長（小寺正人君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

阪急バスさん伝わってる、豊能町の状況。 

これまでこのバスの車両に関しては、中古

だっていう問題に関しても大騒ぎしてますよ

ね。新車４台が中古２台と新車２台になった

んですよ。それでも詐欺的行為ですよね。 

それも阪急バスとトヨタでやってやりまし

たでうやむやになってる最中ですよね。 

利用者は高齢者が多いからステップが出る

出ないってすごい重要なところもそこら辺も

あやふやな状態になっている。 

だから、そして名義は名義上は阪急バスか

もしれないけども、お金をこっちが負担して

いるんだから、当然裁判で差止めしたら勝て

ると思いますよ。それくらいのことだと思い

ますよ。 

それで結局は、正式に受けたんじゃなくて、

こっちが聞いて、言ってきたっていう話でし

ょ。もし聞かなかったら普通になぜか使われ

てって状態だったということですよね。 

これは本当に、そしたらそういうふうに今

懸念がある、いろんな疑念がある車両だから

我々が見に行きたいって言ったらないってこ

とですよね。これから 11 月から１か月間と

かは。 

その時点でも、住民の豊能町の住民の税金

で買ってるお金がいつの間にか行方不明にな

ってるってことですよね。すごい深刻なこと

ですよ。 

本当にほかの委員さん言われたように、す

ぐに呼び出して、確認とってどういう状況だ

とっていうことはすぐにすべきだと思います

けど。 

○委員長（小寺正人君） 

高木副町長、 

○副町長（高木 仁君） 

先ほど私も申し上げましたけども議長もま

た加えてということでございますので、早速、
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連絡とって阪急バスのほうとは協議させてい

ただきたいと。 

またその結果につきましては今日は決算委

員会という場でございますので改めて別の全

員協議会なり、まず別の場を議長と調整させ

ていただいたうえで設けていただいたうえで、

また御説明のほうはさせていただきたいとい

うふうに思います。 

○委員長（小寺正人君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

このスマートシティとかでのこの議論とい

うのが阪急バスに伝わってないんじゃない。

だからこういう失礼なことを平気でやりよる

んじゃないの。 

このバスに関しては、町の豊能町がお金払

ってるのに、何でこんなになってんねん名義

が誰やということでもめたことありますよね。 

お金払ってんのに名義が阪急バスでおかし

いんじゃないのとも言いましたよね。 

ここにある車両が今茨木にあるというだけ

で何でやねんということもありましたよね。 

そしたらそんときは、ずっと止まってるのは

駄目だからちょっと動かす意味でっていうこ

とで、それならしょうがないよねってなりま

したよね。 

それくらいの緊迫した議論を議会と行政が

してるっていうことを、阪急バス全く伝わっ

てないでしょ。伝わってないから多分こんな

ことできるんだと思いますよ。 

そしたらこの車両はちょっと慎重に扱かお

うかということになりますよ。 

今、今言う話でこれまでの連絡とかもどう

なってるのって思いますよ。阪急バスと行政

のやりとりの中で、ここで、豊能町では議会

でこういうスマートシティの特別委員会も設

置され、この問題に関してはすごい紛糾をし

てますということ阪急バスに言ってます。 

それ言ってたらこんなことにならないと思

う。何かここで終わってる感じがするんです

よね。ここの委員会だけで。 

そこら辺をもっと、何のために特別委員会

までつくって、いろんな問題を明らかにして

っていうところは本当に考えていただきたい。 

○委員長（小寺正人君） 

一応町の方針は、方針というか説明をお聞

きしましたので、委員の皆さんにお聞きした

いんですけど。 

結果、出ないでしょ。いや今からすぐ出な

いでしょ。 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

もちろん町のほうの結果すぐ出るような話

じゃないです。 

ただね、いつ、阪急には来てもらうという

ことは、もう早急出していただきたい。 

もしかしたらね、阪急自分のバスだと思っ

てんじゃないですかこれ。阪急バス。 

だから、いやいや今度あのバスであっちの

ほうで使いますわって、そんなのりじゃない

ですか。 

普通、何か預り証なり借上のそんな書類交

わすのが普通でしょう。 

そのことも含めて確認してくださいだし

早々で話合いにはぜひ議会も入れていただき

たい。その席には。傍聴もさせていただきた

い。 

それぐらいの形で、私は望みたいと思いま

すが、これまた議長のほうにお任せいたしま

す。 

○委員長（小寺正人君） 

中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

早速、阪急バスにしっかりと話をしたいと

いうふうなことやったので、もう、あんまり

会議長引いたらなかなか阪急バス、帰ってし

もたからあかんから、早いこと連絡してもら

わなあかんから、ちょっと、例えば特別委員



72 

会ちゃうわ、特別会計か、明日に回すとか、

そんなふうなことも考えたほうがええんかな

と思ったりはしますがどうですかね。 

○委員長（小寺正人君） 

ちょっと暫時休憩します。 

放送をもって再開の連絡をします。 

しばらくお待ちください。 

  （午後３時 57分 休憩） 

  （午後４時 40分 再開） 

○委員長（小寺正人君） 

休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

ほかに質疑ございませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○委員長（小寺正人君） 

  なしと認めます。 

質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

管野です。 

スマートシティ事業は前町長時代の施策で

すが、その後２年間ＫＰＩをとらなければな

らず、予算化されています。 

議会では、本当に必要なもの、ほかの方法

でＫＰＩをとれるものを精査し、修正のうえ、

予算を認めてまいりました。 

しかしながら、見守りタグを子どもが配布

できなければ高齢者に配布するわけでもなく、

また、ウェアラブルもまだ在庫があると伺い

ました。 

ほかにもふたば園のバスは購入したものの 

 誰も乗らず、その後の利用も未定です。 

職員の皆さんは一生懸命、仕事をなさって

いることは、この決算委員会で理解はできま

したが、こういうせっかくの大切な税金を無

駄にしているということを考えると認めるわ

けにはいけません。不認定といたします。 

○委員長（小寺正人君） 

ほかに。 

池田委員。 

○委員（池田忠史君） 

池田です。 

賛成の立場から討論をさせていただきます。 

確かに今回の決算に関してもスマートシテ

ィであったり、いろんな問題は多々あること

とは思いますけれども、前町長から引き継い

でされている部分もありますし、そこまで不

認定するまでではないと考えますので、本会

議において付帯決議をつけて賛成とさせてい

ただこうと思っております。 

○委員長（小寺正人君） 

ほかに。 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

秋元です。 

スマートシティ事業いろいろ問題あります。  

それ以外に私はやっぱりこのふたば園の送

迎の事業です。 

これは当初、考えていたのと、全然違って

利用者が少なかった。だけど車買ってしまっ

た。そのこと自体は、致し方ないかなって思

いはあるんですね、住民のためにと思って買

ったバスが利用されないでいるということに

対しては、致し方ない。 

だけれどもじゃあそのバスをどういうふう

に利用していくかっていうことに対しては、

６月議会でその提案をしたはずです。 

国保診療所のほうのアンケートでは送迎が

必要ですという患者の、多分高齢者でしょ、

声がある。だったらそこに応えていくのが、

町としての一つの方法じゃないかなというこ

とで、これは考えていただきたいということ

で。そのあとにも担当者のほうにもお願いに

行きぃの福祉のほうにもお願い行きぃの、調

整してほしいと。 

だけど一向にその調整がなかったというこ

とに対して非常に失望感を持ってます。 

ですからこの予算に関しましては、正直、
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今のこの立場では反対させていただきます。 

以上です。 

また、改めてちょっと別な考えを持つかも

しれませんけども、この場では反対させてい

ただきます。 

○委員長（小寺正人君） 

はい、中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

賛成の討論をさせていただきます。 

確かに、決算の審査をしたうえにおきまし

て、やっぱりスマートシティ、これはもうず

っと尾を引いている、そのような項目かと思

います。 

ただし、やはり、今回の決算の一般会計の

審査させていただいた中においてやはり、先

ほど図書館のね、の部門でおきましても本当

にこの経費がない中、一生懸命努力をしてお

られるというねそのような姿いうか、そうい

う部分も私しっかりと見さしていただきまし

た。 

そういった意味で、不認定にはちょっとね、

厳しいかなと思いますんで、しっかりと今ま

で、いわゆる、審査してきた中の各いろいろ

な苦言とか、いわゆる、指摘されたこと、そ

ういったものは、翌年にしっかりとこの翌年

の新たな予算にしっかりと結びつけていく、

そういったことをしっかりとしていただきた

いというふうなことを申し伝えましたうえで、

賛成討論とさせていただきます。 

○委員長（小寺正人君） 

  吉田副委員長。 

○副委員長（吉田正子君） 

賛成討論させていただきます。 

職員の皆さんが一生懸命、決算について問

題点もありましたけども、一生懸命答えられ、

そして一生懸命工夫されてる点も見えました

し、そういうことがあって、来年、予算のと

きは、これを踏まえて、ちゃんとやっていた

だけると私は信じて賛成させていただきます。 

○委員長（小寺正人君） 

討論を終結したいと思います。 

これより採決を行います。 

本件は原案のとおり認定することに賛成の

方は挙手を願います。 

    （多数挙手 ３：２） 

○委員長（小寺正人君） 

挙手多数です。 

よって、第１号認定は、原案のとおり認定

することに決定しました。 

以上で一般会計令和５年度決算認定は終了

します。 

皆さんに、委員の皆さんにお諮りいたしま

す。 

第２号認定からの特別会計決算は、明日審

査することでよろしいでしょうか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○委員長（小寺正人君） 

異議なしと認めます。 

理事者の皆さん、よろしいでしょうか。 

了解を得ました。 

それでは、決算特別委員会は、延会し、明

日 10時より続きの審査をいたします。 

よろしくお願いいたします。 

お疲れさまでございました。 

 

午後４時 47分 延会 
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